
人口と世信
4月1日現在( )内は対前年同月比

・人口 132.512人 (+245人)
[うち外国人920人]

男 65.852人 (+54人)
女筋.660人(+191人)

・世帯 51.059世帯 (+677世帯)
※住民基本台帳人口・世帯に外国人登録者
数・世帯数を加えた数値です。

毎月 1日・iG日発行

我孫子市役所総務部広報室
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重
点
地
区
で
は

7
月
か
ら
罰
則
も

市の「鳥の博物館J館長に、山階鳥類研究所広報室長だった
杉森文夫氏が4月1日付けで就任しました。

杉森氏は、現在58歳。 1971年から山階鳥類研究所に勤務し、

手賀沼の水鳥やドバトなどの謂査・研究に取り組んできました。

また、ジャパンバードフェスティパル実行委員長をはじめ、関

連団体の委員も数多く務めています。

鳥学の研究者としての知識や経験を、鳥の博物館の運営に生

かしてもらうため、市職員として採用したものです。

杉森氏は「鳥の博物館のテーマである『人と鳥の共存jの実

現をめざしたいJと抱負を語っています。

ひとりが輝く

歩
行
者
、
と
く
に
子
ど
も
へ
の
危
害
を
防
止
し
、
清
潔
で
安
全

な
生
活
環
境
を
守
る
た
め
、
市
条
例
に
よ
り
、

4
月
1
日
か
ら
道
路

な
ど
公
共
の
場
所
で
の
歩
き
た
ば
こ
を
市
内
全
域
で
禁
止
に
し
ま
し

た。

J
R
各
駅
周
辺
に
は
「
禁
煙
重
点
地
区
」
を
定
め
、
ア
月
1
日

か
ら
は
重
点
地
区
内
の
違
反
者
に
対
し
て
過
料
を
徴
収
し
ま
す
。

歩
き
た
ば
こ
を
な
く
す
た
め
に

歩
き
た
ば
こ
は
、
子
ど
も
を
は
じ

め
歩
行
者
に
、
や
け
ど
や
衣
服
の
焼

け
焦
げ
な
ど
の
危
害
を
与
え
る
恐
れ

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
吸
い
殻
の
ポ

イ
捨
て
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

市
で
は
4
月
1
日
か
ら
、
道
路
や

公
園
、
広
場
、
河
川
な
ど
、
公
共
の

場
所
で
の
歩
き
た
ば
こ
を
市
内
全
域

で
禁
止
に
し
ま
し
た
。

歩
行
者
の
多
い
J
R各
駅
周
辺
に

は

「禁
煙
重
点
地
区
」
を
設
け
(
下

回
参
照
)、

7
月
1
日
か
ら
は
重
点

地
区
内
で
の
違
反
者
に
は
2
万
円
以

下
(
当
面
2
0
0
0
円
)
の
過
料
が

科
せ
ら
れ
ま
す
。

な
お
、
歩
き
た
ば
こ
の
禁
止
は
、

た
ば
こ
は
子
ど
も
の
目
の
高
さ

市

長

こ
れ
ま
で

「我
孫
子
市
き
わ
や

か
な
環
境
づ
く
り
条
例
」
で
は
、

た
ば
こ
の
吸
い
殻
の
ポ
イ
捨
て
を

禁
止
し
て
い
ま
し
た
。
道
路
や
公

共
の
場
所
で
の
喫
煙
自
体
に
つ
い

て
は
定
め
が
無
か
っ
た
の
で
す
が
、

歩
き
た
ば
こ
は
他
の
歩
行
者
に
危

害
を
与
え
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

と
く
に
大
人
が
手
に
持
っ
た
ば
こ

は
子
ど
も
の
自
の
高
き
で
あ
り
、

と
て
も
危
険
で
す
。

本
来
は
個
人
の
モ
ラ
ル
の
問
題

と
も
一
冨
え
ま
す
が
、
現
状
を
踏
ま

楊
卓
司
冷
金
M
ソ

え
て
条
例
を
改
正
し
、
今
年
4
月

か
ら
歩
き
た
ば
こ
を
禁
止
し
ま
し

た
。
市
内
全
域
で
禁
止
と
な
る
の

は
我
孫
子
市
と
柏
市
が
全
国
で
初

め
て
で
す
。

7
月
か
ら
は
、
駅
周

辺
の
重
点
地
区
で
罰
則
も
適
用
さ

れ
ま
す
。

ま
た
、
今
ま
で
罰
則
は
設
け
ず

禁
止
し
て
い
た
犬
の
フ
ン
の
放
置

に
つ
い
て
も
、
依
然
と
し
て
苦
情

が
多
く
、
今
回
の
改
正
で
罰
則
を

設
け
ま
し
た
。
ど
h
?か
、
皆
様
の

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

氏

市
内
に
在
住
・
在
勤
・
在
学
し
て
い

る
方
だ
け
で
な
く
、
市
内
を
通
行
す

る
す
べ
て
の
方
が
対
象
に
な
り
ま
す
。

通
行
の
妨
げ
に
な
ら
な
い
場
所
に
立

ち
止
ま
り
、
携
帯
用
灰
皿
を
使
、
つ
場

合
に
限
っ
て
喫
煙
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

4
月
1
日
か
ら
、
飼
い
犬
の
フ
ン

を
処
理
せ
ず
、
条
例
に
違
反
し
た
場

合
に
も
、

2
万
円
以
下
(
当
面
2
0

0
0
円
)
の
過
料
を
徴
収
す
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。

圃
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
宮
7
1
8

7
・
0
0
1
5

ー
ル
を
行
い
ま
す
。

鳥の博物館館長|こ

犬
の
フ
ン
害
に
も
罰
則

文夫

男女共同参画都市

喫
煙
で
き
る
場
所
は
?

「
禁
煙
重
点
地
区
」
内
で
は
、
公

共
の
場
所
の
管
理
者
が
指
定
し
た
喫

煙
所
以
外
で
た
ば
こ
を
吸
う
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。

「
禁
煙
重
点
地
区
」
の
外
で
は
、

パ
ト
ロ
ー
ル
や
指
導
を
強
化

「
禁
煙
重
点
地
区
」
は
す
で
に
路

面
標
識
で
表
示
し
、

P
R
の
チ
ラ
シ

を
配
布
し
て
い
ま
す
。
今
後
は
看
板

を
設
置
し
、
指
導
員
な
ど
が
パ
ト
ロ

杉森

対象区域

社会が輝く
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同
年
ぶ
り
に

1
0
0
0
人
を
切
る

-ー-
市
で
は
、
業
務
の
見
直
し
ゃ
民
問

委
託
を
進
め
る
こ
と
で
職
員
数
の
削

減
に
努
め
て
い
ま
す
。

市
の
職
員
数
は
、
切
年
に
1
0
8

1
人
で
ピ
l
ク
を
迎
え
ま
し
た
が
、

そ
の
後
、
定
員
管
理
計
画
を
策
定
し
、

人
口
が
増
加
す
る
中
で
も
計
画
的
に

職
員
を
削
減
し
て
き
ま
し
た
。

こ
の
結
果
、
今
年
度
は
昨
年
度
に

比
べ

4
人
減
の
9
9
6
人
と
な
り
ま

し
た
。
職
員
数
が
1
0
0
0
人
を
切

る
の
は
釘
年
以
来
、
四
年
ぶ
り
で
す
。

市
で
は
今
後
も
業
務
の
見
直
し
に
努

め
、
削
減
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

住

宅

課

を

新

品

昨
年
度
、
市
で
は
庁
内
に
組
織
見

市役所の

組織と主な仕事
直
し
検
討
委
員
会
を
設
置
し
、
効
率

的
で
市
民
に
分
か
り
ゃ
す
い
組
織
の

あ
り
方
を
検
討
し
ま
し
た
。

こ
の
結
果
、
白
・
侃
年
度
の
2
カ

年
で
組
織
を
改
正
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
今
年
度
の
主
な
改
正
内
容

は
次
の
と
お
り
で
す
。

。
都
市
計
画
課
住
宅
政
策
担
率
一
を
建

築
指
導
課
へ
移
管
し
、
建
築
指
導
課

を
住
宅
課
に
改
称
し
ま
し
た
。

。
生
涯
学
習
担
率
一
を
生
涯
学
習
部
か

ら
分
離
し
、
単
独
部
局
の
生
涯
学
習

推
進
室
を
設
置
し
ま
し
た
。
ま
た
、

生
涯
学
習
部
は
社
会
教
育
部
に
改
称

し
ま
し
た
。

。
委
託
化
に
よ
り
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ

ー
の
資
源
化
施
設
担
率
一
を
廃
止
、
業

市役所は、皆さんの毎日のくらしE関係の深い仕事を行っています。

市役所の組織と主怠仕事|ま次のとおりです。

固総務課・内線232

6 
人
酢ヲl

I~ 
住
宅
課
長
・:
津
谷
豪

〈課
長
級
〉

マ
企
画
調
整
室
企
画
調

整
担
率
一
主
幹
:
・山
根
雄
二
マ
環
境

生
活
部
商
工
観
光
課
長
・:
中
野
芳
美

マ
水
道
局
経
営
課
主
幹
・:
義
隆
伸
敏

マ
社
会
教
育
部
文
化
課
長
・:
小
原
広

司
マ
社
会
教
育
部
烏
の
博
物
館
主

幹
:・
石
田
守
一
マ
生
涯
単
音
推
進

室
主
幹
:
・伊
勢
利
江
マ
消
防
本
部

総
務
課
主
幹
:・
大
井
猛
雄
マ
消
防

本
部
予
防
課
長
・:
篠
原
佳
治

新
規
採
用
職
員
は
ゆ
人

今
年
度
の
新
規
採
用
職
員
は
男
性

8
人
、
女
性
日
人
で
す
。

職
種
の
内
訳
は
、
事
務
職
5
人、

建
築
技
師
2
人
、
栄
養
士

2
人
、
保

健
師
4
人
、
保
育
士
2
人
、
司
書
1

人
、
消
防
士
3
人
。
事
務
職
に
は
、

一
昨
年
度
か
ら
別
枠
で
採
用
し
て
い

る
女
性
職
員
(
お
歳
か
ら
必
歳
で
民

間
な
ど
で
の
経
験
が
5
年
以
上
)
が

含
ま
れ
て
い
ま
す
。

マ
海
津
星
史
:
・公
園
緑
地
課
(
事
務

職
)
マ
島
崇
二
:・
課
税
課
(
事
務

職
)
マ
福
西
千
景
:
・子
ど
も
課

(
事
務
職
)
マ
木
下
登
志
子
:・
手
賀

沼
課
(
事
務
職
)
マ
荒
井
勇
:
・都

市
計
画
課
(
建
築
技
師
)
マ
伊
藤

悦
郎
:
・住
宅
課
(
建
築
技
師
)
マ

高
橋
美
由
紀
:
生
活
支
援
謀
(
栄
養

士
)
マ
中
山
裕
子
:
・保
健
セ
ン
タ

ー
(
栄
養
士
)
マ
千
歳
真
里
:・
介

護
支
援
謀
(
保
健
師
)
マ
一
場
亮

子
:・
保
健
セ
ン
タ
ー
(
保
健
師
)

マ
志
村
直
美
:
・保
健
セ
ン
タ
ー
(
保

健
師
)
マ
遠
田
絢
子
:・
介
護
支
援

諜
(
保
健
師
)
マ
道
辻
加
容
子
:・

保
育
課
(
保
育
士
)
マ
井
津
友
恵

:・
保
育
課
(
保
育
士
)
マ
本
堂
赤

絵
:
・図
書
館
(
司
書
)
マ
遠
藤
啓

吾
:・
西
消
防
署
(
消
防
士
)
マ
鈴

木
健
太
郎
:
・西
消
防
署
(
消
防
士
)

マ
大
野
一
也
:・
東
消
防
署
(
消
防
士
)

マ
杉
森
文
夫
・・・
烏
の
博
物
館
長

圃
総
務
課
・
内
線
2
8
1

新潟県中越地震への義援金ありがとうございました
義援金総額 2，526，053円

市役所市民諜生活支援諜・各支所で受け付けていました、新潟県中越地震への義援金は、

3月31日をもって終了しました。

市民の皆さんからの義援金は、共同募金会を通じて、被災地の復興のために利用させて

いただきます。なお、社会福祉協議会の窓口では、引き続き義援金を受け付けています。

固社会福祉協議会(共同募金会)ft7184・1539

スマトラ島沖地震の被災地に裁援金を
日本赤十字社我頚子市地区では、救援金の受け付けを延長しました。

市民の皆さんからの救援金は、 6月30日正午までに直接市役所市民課、市民活動支援課、

生活支援諜へお持ちいただくか、同日午後4閏までに郵便振替で直接口座にお振り込みい

ただくようお願いします。

郵便振替口座番号・名義…00110・2・5606・日本赤十字社

※通信欄に「スマ卜ラ島沖地震救援金Jと明記してください。手数料が無料になります。

福岡県西方沖の地震災害に義援金を
3月20日に発生した福岡県沖を震源とする震度6の地震は、福岡県佐賀県に大きな

被害をもたらしました。日本赤十字社我孫子市地区では、義援金の受け付けをしています。

市民の皆さんからの救援金は、 5月31日正午までに直接市役所市民課、市民活動支援課、

生活支援諜へお持ちいただくか、同日午後4閏までに郵便振替で直接口座にお振り込みい

ただくようお願いします。

郵便振替口座番号・名義…01720-9・24527・日本赤十字社福岡県支部

※通信欄lこ「福岡県西方沖地震災害義援金Jと明記してください。手数料が無料になります。

圃 日本赤十字社我頚子市地区事務局(生活支援諜)内線377

部・課名 主な仕 事

企画調整担当 総合計画、広域行政、行政評価、庁議

企画調整室 成田鶴複韓化推進室 成回線の利便性向上

財政担当 予算の編成・執行調整、地方交付税、市債

総 務 課 職員の人事・給与・研修、行政改革、文書、例規、統計

秘 書 課 市長・助役の秘書、市政への手紙、陳情、法律相談

総務部 広 報 室 広報、ホームページ、情報公開、個人情報の保護

管 財 課 公有財産の管理、工事などの入札・契約、工事検査

情報シスァム課 OA化の推進、情報化の推進

収 税 課 市・県民税の収納・滞納調整、納税の指導・啓発

市民部
課 税 課 市・県民税の賦課・税註明、土地・家屋の調査・何百

市 民 課 戸籍、住民票、印鑑証明、外国人登録、住居表示
国 保年金課 国民健康保険、国民年金

市民活動支援課 市民活動、 NPO、自治会、近隣センターの整備

防災安全室 地域防災計画、総合防災訓練、防犯

商 工観光課 商工業の振興、中小企業への融資、観光、消費者保護

環境生活部
農 政課 農業の振興、農業施設の災害対策、市民農園

手賀沼課 湖沼・河川の保全、公害対策、鳥獣保護、狩猟

クリーンセンター 廃棄物・し尿の処理、資漂の回収、リサイクルの推進

交 通整備課 交通安全対策、自転車駐車場、市民パス

男女共同参画担当 男女共同参画プランの推進

福祉総合相談室 保健福祉総合計画、福祉全般の相談、生活保護

介護支援課 介護保険、老人保健、老人福祉、高齢社会対策

生 活支援課 生活保護者・障害者への給付、民生委員、人権擁護

保健福祉部 保 育 課 児童福祉、母子福祉、学童保育、保育園

子ども課 子ども総合計画、少子化対策、子どもの相談
児童書待防止対策室 児童虐待の防止対策

保健センター 母子・成人保健、乳幼児医療、休日~療所、狂犬病予防
施 設建設課 私有建築物の設計・監督・営繕、市営住宅

建設部
道 路課 道路の整備、市道の事業認可・設計、街路灯

下水道課 公共下水道の計画・維持管理、水洗化の普及
ユn:I‘ 水 課 治水対策、排水路の整備、準用河川

都 市計画課 都市計画、土地利用計画、景観形成
住 宅 課 住宅政策、建築確認申請、違反建築物の措置

都市部 公 園緑地課 公園の整備・維持管理、緑地・樹木の保全

区 画整理課 土地区画整理
'司“= 地 課 開発行為の事前協議、開発許可

品、
計 課 金銭の出納:zt 

水道局
経 営 課 事業計画、経営管理、経理、水道料金の徴収

工 務 課 浄水施設の管理運営、給水、漏水事故の処理

総 務 課 事業計画、消防の基本施策の企画

予 防 課 火災の予防、防火思想の普及、防火用設備の設置

防 警 防 課 消防団、水防、雑草の除去

酉消防署 消化、災害活動、救急活動

東消防署 。
議 .6. 事 務 局 議会の運営、議事録の調整、請願・陳情の受け付け:zt 

監査委員事務 局 出納・事務事業の監査
選挙管理委員会事務局 選挙人名簿の調製・縦覧、投票区の設定、選挙の執行

農業委員会事務局 農地の権利移転調整・転用

総 務 課 教育委員会の庶務、教育施設の整備・維持管理

教育総務部 学校教育課 通学区域の設定、就学・転学、学校保健、学校給食

教 指 導 課 教育方針、教駿員の研修・指導

育
社会教育課 事業計画、青少年の指導 ・教育

文 化 課 芸術文化の振興、文化財の保護

委 体 育 課 スポーツの振興、体育施設の整備、レクリ工ーション

員 社会教育部 高技能体推進室 2005年度全国高等学校体育大会

鳥の博物館 博物館の管理、資料の収集・保管、調査研究
.6. 

公 民 館 学級、講座、展示会、公民館の管理運営:zt 

図 書 館 図書の貸し出し、図書館の企画運営

生涯学 習 推進室 生涯学習施策の企画・総合調整、事業計画

(2005年4月1日)

務
が
縮
小
し
た
市
史
編
さ
ん
室
も
廃

止
し
ま
し
た
。

職
員
の
人
事
異
動

4
月
1
日
付
け
で
市
職
員
の
人
事

異
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
課
長
以
上

の
異
動
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

(
役
職
名
は
新
し
い
職
名
)

〈部
長
級
〉

マ
社
会
教
育
部
長
:
・村

越
隆
マ
生
涯
学
習
推
進
室
長
:
・握

美
省
一

〈次
長
級
〉

マ
環
境
生
活
部
次
長

(
兼
)
農
政
課
長
:
・新
田
茂
人
マ

環
境
生
活
部
次
長
(
併
)
農
業
委
員

会
事
務
局
長
:
・浅
倉
泰
司
マ
環
境

生
活
部
次
長
(
兼
)
市
民
活
動
支
援

課
長
:
・脅
木
寧

マ
環
境
生
活
部
参

事
(
兼
)
男
女
共
同
参
画
担
率
王
幹

:
・
椎
名
智
子
マ
都
市
部
参
事
(
兼
)

市役所の電話番号宮7185-1111 市役所のホームページアドレス http://www.city.abiko.chiba.jp
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豪雨被害で廃棄物焼却による排出量は増加

市役所の
温室効果ガス排出量

.; 

市
役
所
の
事
務
・
事
業
で
排
出
さ

れ
る
温
室
効
果
ガ
ス
を
抑
制
す
る
た

め
、
市
で
は
「
第
一
次
我
孫
子
市
地

球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画
」
を
策
定

し
、
地
球
温
暖
化
防
止
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

こ
の
計
画
で
は
、

ω年
度
の
温
室

効
果
ガ
ス
の
排
出
量
を
基
準
と
し
、

例
年
度
か
ら
5
年
後
の
ほ
山
年
度
の
削

減
目
標
を
定
め
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
「
地
球
温
暖
化
翠
東
の
推

進
に
関
す
る
法
律
」
に
よ
っ
て
、
市

に
計
画
策
定
と
実
施
状
況
の
公
表
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

ω年
度
で
は
、
燃
料
、
電
気
の
使

用
に
よ
る
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
は
、

そ
れ
ぞ
れ
削
減
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
(
下
表
参
照
)
。

こ
れ
は
、
例
年
度
の
焼
却
灰
溶
融

リ
サ
イ
ク
ル
施
設
の
廃
止
に
よ
る
大

幅
な
灯
油
使
用
量
の
削
減
や
全
庁
的

な
昼
休
み
の
消
灯
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

2003年度

市
公
募
補
助
金

• 

車
の
導
入
な
ど
が
大
き
な
理
由
で
す
。

一
方
、
一
般
廃
棄
物
の
焼
却
に
よ

る
排
出
量
は
、
基
準
年
度
に
比
べ

n

・
7
%
の
増
加
と
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
こ
れ
は
集
中
豪
雨
に
よ
る
浸

水
被
害
が
発
生
し
、
廃
棄
物
が
大
量

に
出
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

今
後
も
、
地
球
温
暖
化
を
防
止
す

る
た
め
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
抑

制
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
の
で
、

ご
み
の
減
量
や
分
別
の
徹
底
な
ど
、

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
報
告
書
は
行
政
情
報
資
料
室
(
市

役
所
本
庁
1
階
)
ま
た
は
市
の
ホ
ー

ム
ベ

I
ジ
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

圃
手
賀
沼
課
・
内
線
4
6
5

。温室効果ガス排出状況
1999年度(基準年度)排出量
2003年度排出量
指滅(1999年度比)
2005年度(目標年度)の削減目標

。具体的な削減項目の排出状況
燃料使用による排出状況 (二酸化炭素換算)
1999年度(基準年度)排出量 4，877，269 kg 
2003年度排出量と泊滅 2，195，712 kg 
増減(1999年度比) ー55.0%
2005年度(目標年度)の削減目標 ー5.0%

電気使用による排出状況 (二酸化炭素換算)
1999年度(基準年度)排出量 6，595，433 kg 
2003年度排出量と増減 5，980，173 kg 
泊滅(1999年度比) -9.3% 
2005年度(目標年度)の削減目標 ー3.0%
一般廃棄物焼却による排出状況(二酸化炭素換算)
1999年度(基準年度)排出量 11，579，400 kg 
2003年度排出量と増減 14，327，287 kg 
泊滅(1999年度比) + 23.7% 
2005年度(目標年度)の削減目標 -6.0% 

(二酸化炭素換算)
23，082，706 kg 
22，519，129 kg 

-2.4 % 
-10.0 % 

2
0
0
6
5
2
0
0
8年
度
分
の
交
付
対
象
事
業
を
募
集

市
で
は
、

2
0
0
0
年
度
か
ら
公

募
を
含
め
た
補
助
金
制
度
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

ω年
度
か
ら
侃
年
度
の

交
付
対
象
事
業
を
募
集
し
ま
す
。

対
象
事
業
補
助
金
の
交
付
基
準
に

照
ら
し
て
、
そ
の
必
要
性
が
認
め
ら

れ
る
事
業
・
活
動

応
募
資
格
叩
人
以
上
で
構
成
さ
れ
、

活
動
拠
点
が
市
内
に
あ
り
、
市
内
で

活
動
を
行
、
っ
N
P
O
法
人
ま
た
は
N

P
O
法
に
よ
る
特
定
非
営
利
活
動
を

行
っ
て
い
る
団
体
(
政
治
・
宗
教
・

営
利
を
目
的
と
す
る
団
体
や
市
か
ら

他
の
補
助
金
を
受
け
て
い
る
団
体
は

除
く
)

申
し
込
み
募
集
内
容
を
説
明
し
ま

す
の
で
、
市
民
活
動
支
援
課
(
本
庁

地
階
)
へ
お
出
で
く
だ
さ
い
。
応
募

は
、
配
布
香
類
に
必
要
事
項
を
明
記

し、

7
月
1
固
ま
で
に
同
課
へ
持
委

2005'" 2007年度分の審査結果
05年度からの公募分の申請は7件あり、「市補助金等検討

委員会Jの審査と公開ヒアリングの結果、次の6件に対して

補助金力寝付されます。

圃
市
民
活
動
支
援
謀
宮
7
1
8
5

.
1
4
6
7
 

v補助金が交付される団体

団体 名 主な活動

我孫子健康生きがいづくり高齢者を対象にした健康で生きがい
アドバイザー協語会 のある地減人を育成・支援する活動

手賀沼わんにゃんクラブ 野良犬や猫の一時保護、里親探し、
治療、避妊・去勢手術などの活動
高齢者を勇気づけるための訪問によ
る話し相手やカウンセリング活動

オリンダを我孫子の特産品にするた
めの栽培 ・普及・宣伝活動

子ども向けの体験活動を通じて社会
参加の機会などを提供する活動

我孫子市内の魅力ある景観を育てる
活動

お話しボランティア
「ひまわりJ

あぴこオリンダの会

特定非営利活動法人
あぴこ子ども劇場

我孫子の聖観を育てる会

谷津の自然を学びませんか

谷津掌阪
第3期生を募l集

市
で
は
、
谷
津
学
校
の

3
期
生
を

募
集
し
ま
す
。

谷
津
の
自
然
と
ふ
れ
あ
い
、
田
ん

ぼ
や
畑
、
山
林
で
共
に
汗
を
流
し
、

収
穫
を
皆
で
喜
ぶ
な
ど
、
体
験
や
交

流
を
重
視
し
た
内
容
で
す
。

卒
業
後
は
、
谷
津
で
の
作
業
や
活

動
を
行
、
っ
際
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活

躍
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

日
時
・
内
容
下
表
参
照

設

置

費

問

を

補

断

市
で
は
、
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ

ス
テ
ム
を
設
置
す
る
方
に
補
助
金
を

交
付
し
ま
す
。

太
陽
光
発
電
は
、
地
球
温
暖
化
の

原
因
と
な
る
温
室
効
果
ガ
ス
を
出
さ

な
い
ク
リ
ー
ン
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
す
。

補
助
金
の
額
太
陽
光
発
電
モ
ジ
ュ

ー
ル
1
キ
ロ
ワ
ッ
ト
あ
た
り
3
万
円

で
最
大
4
キ
ロ
ワ
ッ
ト
(
ロ
万
円
)

ま
で

対
象
と
な
る
発
電
シ
ス
テ
ム

/シ，~-'L~ ‘

JfQ:;) 
‘とえ-::.-ノ

オ 四国 r ~司h-ード孟岨-'rI'〓 "'_-K 

-

対
象
・
客
員
日
歳
以
上
で
す
べ
て

の
講
座
に
参
加
で
き
る
方
、
日
人

(
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
)

参
加
費
無
料

申
し
込
み
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、

未
使

用
の
低
圧
系
統
と
逆
潮
流
あ
り
で
連

携
す
る
発
電
シ
ス
テ
ム
(
余
剰
電
力

を
電
力
会
社
に
販
売
す
る
も
の
)
で
、

住
宅
(
庖
舗
併
用
住
宅
を
含
む
)
の

上
屋
な
ど
に
設
置
す
る
も
の
(
中
古

品
は
対
象
外
)

対
象
と
な
る
方

自
ら
居
住
す
る
市

内
の
住
宅
に
、
該
当
す
る
発
電
シ
ス

テ
ム
を
こ
れ
か
ら
設
置
す
る
方
で
、

何
年
3
月
初
固
ま
で
に
工
事
を
完
了

し
、
実
績
墾
ロ舎
を
提
出
で
き
る
方

受
付
期
間

4
月
四
日
か
ら
侃
年
2

月
沼
田
(
期
間
内
で
も
予
算
の
枠
を

超
え
た
場
合
は
、
受
け
付
け
を
終
了

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
)

※
申
請
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、
手
賀

沼
課
・
内
線
4
6
5
へ。

年
齢
、
電
話
番
号
を
明
記
し
、

5
月

日
日
必
着
で
一
T
2
7
o
l
-
-
9
2

市
役
所
手
賀
沼
課
(
住
所
省
略
可
)

へ圃
手
賀
沼
謀
・
内
線
4
6
4

V 谷津学校の内容

日 時 午前 (10時......12時) 午後 (13時......15時)

5月29目。オリエンテーション O奇津ミュージアムについて

。奇津とは何か(講義) 0千葉市谷津学校生との意見交換
6月26日 場所:千葉市大草の谷津

7月10目。たんぽ作業(講義・実習) 0植物の生態について(講義)

8月21目。たんぽ作業(実習) 0雑木林の1年(講義)

9月11目。たんぽ作業(実習)

10月16日O奇津の自然骨格について(講義)0自然観察(実習)

11月12日O収穫祭

12月18目。雑木林管理(安全講習含む)

1月15目。雑木林管理(実習)

2月19目。雑木林管理(実習)

3月19目。今後の活動について

※開講日は日曜日ですが、 11月12日のみ土曜日になります。
※天候などにより、休講または内容が変更になる場合があります。

。たい肥づくり(講義・実習)

O畑作業(実習)

。畑作業(実習)

f旭産抱消jーの鉱大に向けて

ν」ーl地居地調」闘鴎巴扇Z 醐演zあぴヲ生「柚産袖山械謹&錘A¥・講演a

あぴこ型「地産地消J推進協議会 日時 4月19日閃総会・・午後1時

は昨年1月に発足し、「あぴこ工コ農 45分から3問、講演会…午後3時

産物Jの認証やモデル定期即売会、 10分から5時

料理講習会などさまざまな取り組み 場所市民プラザ(参加無料)

を市と協働して行ってきました。 内容 「地産地消Jを動かす! 講師

市では、新年度から当協議会の構 …二木季男さん(農村マーケティン

成員として参画し、「地産地消Jの拡 グ研究所長、東京農業大学客員研究

大に向けた仕組みづくりを進めてい 員)

く予定です。 定員当日先着200人

総会では市の参画や事業計画など ※あぴこ工コ農産物.iおいしい野菜

について協議されるほか、「地産地消J や果物等の選ひ百(小冊子)Jを贈呈。

を進めるための講演会を行います。 固 農政課・内線513

子宮がん横診(集団横診)が始まりiます
※世帯全員が2004年度市県民税非課税の方

は5月16日までに保健センターヘご連絡を。

申し込み ハガキ(1人1枚・連名不可)に

住所、氏名、生年月日、電話番号を明記し、

4月25日消印有効で〒 270・1132湖北台1

の12の16保健センターへ(ファクス不可)

※受診日時は指定できません。

※子宮がM受診は、 12月末まで市内委託医療

機関でも受診できます。

※乳がん集団検診(マンモグラフィ検査)は

6月に実施します。詳しくは広報5月16日

号でお知らせします。

固保健センターc7185-1126 

日時 5月23日伺件後、 5月24日閃午後、

5月25日制午前・午後、 5月31日閃午前・

午後、 6月1日制午後

場所保健センター

対象市内に住民登録・外国人登録している

女性で、 1976(昭和51)年3月31日以前に

生まれた方

内容蹴細胞診

定員 1200人

受~費 500円(医療受給者証または高齢受

給者証をお持ちの方、世帯全員が2004(平

成16)年度市県民税非課税の方、生活保護世

帯の方は無料)

ζ剃簡《記εぃ 災害専用電話(台風や大雨で災害が発生したとき)ft 7185・1743防災行政無線放送テレホンサービス(放送内容を確認したいとき)ft 0120・031676
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4
月
1
日
か
ら
保
険
税
率
を
改
定

国
民
健
康
保
険
(
以
下
「
国
保
」
)
の
医
癒
費
は
増
加
の
一
途
を
た
ど
り
、
国
保
事
業
会
計
は
非
常
に

厳
し
い
状
況
で
す
。
市
で
は
、
国
保
事
業
を
健
全
に
運
営
し
て
い
く
た
め
、

4
月
1
日
か
ら
保
険
税
率
を

改
定
し
ま
し
た
。
条
例
改
正
は
3
月
の
市
強
会
で
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

-ー-
国
保
会
計
の
収
入
は
、
加
入
者
の

皆
さ
ん
に
負
担
し
て
い
た
だ
く
保
険

税
と
国
・
県
支
出
金
を
主
な
財
源
と

し
て
い
ま
す
(
表
1
)。

近
年
、
医
療
技
術
の
高
度
化
や
加

入
者
の
高
齢
化
、
慢
性
疾
患
に
よ
る

治
療
期
間
の
長
期
化
な
ど
に
よ
り
、

医
療
費
は
、
増
加
の
一
途
を
た
ど
っ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
国
保
の
加
入
者
数
も
、
退

職
や
リ
ス
ト
ラ
、
雇
用
形
態
の
変
化

に
よ
り
、
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。

一
方
、
保
険
税
収
入
は
、
加
入
者

の
中
の
年
金
生
活
者
の
増
加
や
所
得

の
減
少
の
影
響
を
受
け
て
伸
び
悩
ん

で
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
現
行
の
保

険
税
率
で
は
医
療
費
な
ど
の
支
出
を

附
が
る
収
入
を
確
保
で
き
な
く
な
っ

て
い
ま
す
(図
1
)。

対前年度比

9.2% 

14.8% 

42.0% 

1.7% 

42億1520万円

25億5044万円

19億9448万円

6億4400万円

額算

予算の収入と支出

予

固・県支出金

療養結付費等交付金

ー般会計からの繰入金

分

保険税

区

V表 1

収

市
で
は
こ
れ
ま
で
、
国
保
の
税
収

を
確
保
す
る
た
め
、
滞
納
世
帯
へ
の

戸
別
徴
収
な
ど
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

本
市
の
保
険
税
の
収
納
率
は
2
0
0

3
年
度
末
位
・
お
%
で
、
県
内
お
市

中
2
番
目
の
高
い
水
準
で
す
。

ま
た
、
財
源
不
足
は
市
の
一
般
会

計
か
ら
の
繰
り
入
れ
で
補
っ
て
き
ま

し
た
。
そ
れ
で
も
不
足
額
を
補
う
こ

と
が
で
き
な
い
よ
う
な
、
厳
し
い
状

況
に
な
っ
て
い
ま
す
。

市
の
国
保
の
保
険
税
率
は
、
所
得

割
を
1
9
9
7
年
度
に
改
定
-
資
産

割
・
均
等
割
・
平
等
割
を
2
0
0
0

年
度
に
改
定
し
、
以
後
2
0
0
4年

度
ま
で
据
え
置
い
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
今
回
は
、
こ
の
よ
う
な
会

計
の
状
況
か
ら
、
国
保
事
業
の
安
定

を
図
る
た
め
、
や
む
な
く
4
月
1
日

か
ら
保
険
税
率
を
改
定
(
表
2
)
す

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

企 0.6%

15.4% 

20.9% 

3.3% 

14.6% 

1.4% 

15.4% 

1億7688万円

95億8100万円

64億9871万円

19億3388万円

687万円

4億4目4万円

95億8100万円

7億

そのイ也

収入合計

保険結付費(医療費等)

そのイ也

支出合計

老人保健拠出金

介護納付金

支

出

固
定
資
産
税
を
基
礎
に
課
税
す
る

医
療
分
の
資
産
割
を
廃
止
し
、
医
療

分
・
介
護
分
の
所
得
割
額
の
税
率
と

被
保
険
者
均
等
割
額
、
世
帯
別
平
等

割
額
を
引
き
上
げ
ま
し
た
。

資
産
割
は
、
都
市
化
が
す
す
み
、

年
金
生
活
者
が
増
加
し
て
い
る
当
市

の
実
状
を
踏
ま
え
廃
止
す
る
こ
と
に

し
た
も
の
で
す
。

改
定
後
の
保
険
税
率
の
近
隣
市
と

の
比
較
は
、
表
2
の
と
お
り
で
す
。

詞
税
通
知
書
は

」

「
6
月
げ
日
に
発
送
」

今
年
度
の
納
税
通
知
書
は
、
加
入

者
の
皆
さ
ん
の
所
得
割
額
が
確
定
し

V図 1 保険税収入と医療費等支出

70+(単位:億円) ー←医療費等支出

保険税収入

・・ 税収増額分

50 

40 

60 

国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
は
、

定
年
や
リ
ス
ト
ラ
、
フ
リ
l
タ
ー

の
増
加
な
ど
で
大
幅
に
増
え
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
加
入
者
の
所
得

の
関
係
か
ら
保
険
税
収
入
は
増
、
え

ず
、
(
図
1
)
の
通
り
、
急
増
す

る
医
療
費
を
ま
っ
た
く
賄
え
な
く

な
っ
て
い
ま
す
。
我
孫
子
市
は
他

市
が
保
険
税
を
引
き
上
げ
る
中
で

据
え
置
い
て
き
ま
し
た
が
、
今
回
、

5
年
ぶ
り
に
引
き
上
げ
ざ
る
を
得

た
後
、

6
月
刀
日
に
発
送
し
ま
す
。

保
険
税
の
減
額
と
減
免

前
年
の
所
得
が
一
定
の
基
準
以
下

の
場
合
、
医
療
分
・
介
護
分
の
均
等

割
と
平
等
割
が
ω
%
ま
た
は
ω
%
減

額
さ
れ
ま
す
。
未
申
告
の
場
合
は
減

額
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
所
得
の
有
無

05年度

市涜山市鎌ケ谷市

04 03 

保険税率の改定と近隣市との比較

我孫子市
改定前改定後

7.40% 8.70% 

柏

02 01 。。

分

99 

30 

20 

V表2

区

10 

な
く
な
り
ま
し
た
。
低
所
得
の
方

に
は
、
保
険
税
の
減
額
制
度
な
ど

を
適
用
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
こ
う
し
た
国
保
の
現
状

は
全
国
共
通
の
構
造
的
問
題
で
あ

り
、
政
府
に
対
し
健
康
保
険
の
抜

本
的
改
革
を
求
め
て
い
き
ま
す
。

皆
様
の
ご
理
解
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。市

長
福
嶋
法
彦

に
か
か
わ
ら
ず
、
必
ず
市
県
民
税
の

申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
災
害
や
解
雇
、
倒
産
な
ど

で
、
所
得
が
前
年
よ
り
著
し
く
減
少

し
、
さ
ら
に
資
産
な
ど
の
状
況
か
ら

保
険
税
を
支
払
う
の
が
困
難
な
場
合
、

審
査
の
h
?え
減
免
に
な
り
ま
す
。

圃
国
保
年
金
課
・
内
線
3
5
3

9.35% 

なし
医療分

被保険者鈎糊 16800円20400円21000円2ω∞円 21000円

8.60% 

なし

8.50% 

なしなし15.00% 

所得割

資産割

世帯別平等割 12000円 16800円16000円1反別円 19000円

1.48% 
介護分

被保険者鈎糊 9120円 12000円11500円12000円13000円

※40歳以上65歳未満の方(介護保険第2号被保険者)は、医療分と
介護分の合計が課税額になります。

1.30% 1.40% 1.30% 0.78% 所得割

国民健康保険の主な給付

安心して必要な医療を

。
治
療
は
一
部
の
負
担
で

病
院
な
ど
の
窓
口
で
保
険
証
を
提

示
す
る
と
、
か
か
っ
た
医
療
費
の
一

部

(
1
割
か
ら
3
割
)
の
負
担
で
治

療
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

入
院
中
の
食
事
代
も
、
自
己
負
担

は
一
部
と
な
り
ま
す
。

。
退
職
者
医
癒
制
度

国
保
に
加
入
し
て
い
る
方
の
う
ち
、

年
金
(
老
齢
・
退
職
)
受
給
権
者
と

そ
の
被
扶
養
者
は

「退
職
者
医
療
制

度
」
で
医
療
を
受
け
ま
す
。

。
高
齢
受
給
者
証

国
保
に
加
入
し
て
い
る
方
が
初
歳

に
な
る
と
、
誕
生
日
の
翌
月

(
1
日

が
誕
生
日
の
人
は
そ
の
月
)
か
ら
老

人
医
療
に
該
当
す
る
ま
で
の
問
、
「高

齢
受
給
者
証
」
を
交
付
し
ま
す
。

-
割
ま
た
は
2
割
の
負
担
で
受
診

で
き
ま
す
の
で
、
保
険
証
と
併
せ
て

医
療
機
関
に
提
示
し
て
く
だ
さ
い

0

0
高
額
の
医
療
費
を
負
担
し
た
場
合

①
同
じ
方
が
閉
じ
月
に
、
同
一
の
医

療
機
関
で
、
限
度
額
を
超
え
て
医
療

費
を
支
払
っ
た
と
き
は
、
申
請
に
よ

り
そ
の
超
、
え
た
額
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

②
ひ
と
つ
の
世
帯
で
、
同
じ
月
に
複

数
の
方
が
一
人
2
万
1
0
0
0
円
以

上
を
支
払
い
、
そ
の
合
計
が
限
度
額

を
超
え
た
と
き
も
支
給
さ
れ
ま
す
。

③
一
人
の
方
が
複
数
の
医
療
機
関
で

2
万
1
0
0
0
円
以
上
を
支
払
い
、

そ
の
合
計
額
が
限
度
額
を
超
え
た
と

き
も
支
給
さ
れ
ま
す
。

該
当
す
る
方
に
は
、
診
療
月
か
ら

約
3
カ
月
後
に
通
知
し
ま
す
。

。
医
療
費
以
外
の
給
付

①
出
産
育
児
一
時
金
(
却
万
円
)
:
・

被
保
険
者
が
出
産
し
た
と
き
に
支
払

い
ま
す
。
妊
娠
白
日
以
上
の
死
産
・

流
産
は
、
医
師
の
証
明
書
な
ど
が
あ

れ
ば
対
象
に
な
り
ま
す
。

②
葬
祭
費
(
叩
万
円
)
:
・被
保
険
者

が
死
亡
し
た
場
合
、
葬
祭
を
行
っ
た

方
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

。
後
日
支
払
わ
れ
る
も
の

次
の
よ
う
な
と
き
は
、
と
り
あ
え

ず
医
療
費
を
全
額
支
払
っ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
後
日
領
収
舎
を
添
え
て
申

請
す
る
と
、
国
保
連
合
会
が
査
定
し
、

給
付
さ
れ
ま
す
。

市
緊
急
、
や
む
を
得
な
い
事
情
で
保

険
証
を
提
示
で
き
な
か
っ
た
と
き

市
海
外
渡
航
中
に
医
療
機
関
で
治
療

を
受
け
た
と
き

市
コ
ル
セ
ッ
ト
な
ど
の
治
療
用
装
具

代
や
輸
血
の
生
血
代

市
医
師
が
必
要
と
認
め
た
は
り
、
き

ゅ
う
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
な
ど
の
施
術
賛

。
は
り
、
き
ゅ
う
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
な

ど
辞
誠
利
用
券

話
歳
以
上
の
加
入
者
は
、
市
指
定

の
施
術
所
(
一
覧
表
は
国
保
年
金
課

窓
口
に
用
意
)
で
、
施
設
利
用
券
1

枚
に
つ
き
1
0
0
0
円
の
補
助
が
受

け
ら
れ
ま
す
。

施
設
利
用
券
は
、

1
日
1
枚、

4

月
申
請
で
年
間
最
大
M
枚
利
用
で
き

ま
す
。
交
付
枚
数
は
、
申
請
が
1
月

遅
れ
る
毎
に
1
月
に
つ
き
2
枚
ず
つ

少
な
く
な
り
ま
す
。

施
設
利
用
券
は
国
保
年
金
課
か
各

行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

。
市
民
税
非
課
税
世
帯
な
ど
は
入
院

中
の
食
事
代
を
軽
減

入
院
し
た
場
合
の
食
事
代
は
、
治

療
に
か
か
る
費
用
と
は
別
に
、

1
日

に
つ
き
7
8
0
円
が
自
己
負
担
に
な

り
ま
す
が
、
市
民
税
非
課
税
世
帯
や

初
歳
以
上
の
低
所
得
者
な
ど
は
負
担

が
軽
減
さ
れ
ま
す
(
左
毒
。

軽
減
を
受
け
る
に
は

「標
準
負
担

額
減
額
認
定
祉
」
が
必
要
で
す
。
該

当
す
る
方
は
国
保
年
金
課
(
老
人
医

療
受
給
者
は
介
護
支
援
課
)
で
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
入
院
日
数
が
ω
日
を
超
え

る
と
、
負
担
額
は
さ
ら
に
軽
減
さ
れ

ま
す
の
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

圃
国
保
年
金
課
・
内
線
3
2
4

※
老
人
医
療
受
給
者
は
介
護
支
援
課

.
内
線
4
1
4
へ。

入院中の食事代の自己負担額

対 象

一般加入者

90日までの入院

90日を超える入院
(過去12カ月の入院日劃

70歳以上で低所得者Iの方 日額300円

※低所得者1~，世帯主と被保険者が市民税非課税で、各
種所得がすべてO円になる世帯に属する方。

自己負担額

日額780円

日額650円

日額500円

v 

市民税非課税世帯等

市役所のホームページアドレス http://www.city.abiko.chiba.jp市役所の電話番号宮7185-1111臼 は「あぴこ楽校jの事業です。



(5) 2005.4.16 第 1139号

担おまヲ切

.._ -.. ti 怠

島近なとり.び ε

4月23日(土)・24日(日)

手賀沼公園
シすす

(ツル目クイナ科)

2な

今
年
も
、
花
苗
の
無
料
配
布
に
加

え
、
緑
化
の
推
進
と
地
域
の
環
境
保

全
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
東

日
本
ガ
ス
側
の
協
力
で
、
観
葉
植
物

が
無
料
で
配
布
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
「
庭
木
の
献
定
」
の
ピ
デ

オ
上
映
も
行
い
ま
す
。

日
時

4
月
お
日
出

-
M
日
側
午
前

日
時
か
ら
午
後
4
時

場
所
手
賀
沼
公
園
多
目
的
広
場

(
小
雨
実
施
)

内
容
両
日
開
催
・
:花
苗
の
無
料
配

布
(
午
前
日
時
・
午
後
1
時
ご
ろ
か

ら
そ
れ
ぞ
れ
先
着
1
0
0
0

人
)
、
観
葉
植
物
・
サ
ン
ス

ベ
リ
ア
の
無
料
配
布
(
日
時

却
分
ご
ろ
か
ら
各
目
先
着
2

0
0
人
〈
1
家
族
1
鉢))、

1
日
動
物
村
(
午
前
日
時
か

ら
午
後
4
時
、
休
憩
あ
り
、

小
雨
中
止
)
、
バ
ス
ケ
ッ
ト

ゴ
I
ル
で
フ
リ
ー
ス
ロ
I
大

会
(
午
後
3
時
)
、
ピ
デ
オ
「庭

木
の
勢
定
」
の
上
映
(
午
前

「
オ
オ
パ
ン
」
と
い
う
烏
の
名
前

が
、
ス
ズ
メ
や
カ
ラ
ス
と
同
じ
く
ら

い
身
近
な
の
は
全
国
で
も
我
孫
子
市

く
ら
い
で
し
ょ
う
。

1
9
9
8
年
ロ
月
、
「
市
の
烏
」

に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

「
オ
オ
パ
ン
」
は
、

黒
い
体
に
白

〈
ち
ほ
し

い
瞬
と
額
、
足
指
一
本
一
本
の
木
の

葉
の
よ
み
手
水
か
き
が
特
徴
の
水
鳥

一
戸

一

X

F

J

.

ー

一

a
時校一一

-L

一

4
・Lta

‘:鳥の博物館友の会会員岡本信夫さん

鳥の博物館学芸員 斉藤安行

盲
R

T
寸

寸
v〈

日
時
・
午
後
2
時
、
ア
ピ
ス
タ
第
2

学
習
室
、
雨
天
の
場
合
も
実
施
)
、

園
芸
相
談
(
随
時
、
1
人
目
分
程
度
)
、

庭
木
・
草
花
・
肥
料
の
即
売
会
、
緑

の
基
金
募
金
活
動

幻
自
の
み
・
:
園
芸
用
ハ
サ
ミ
研
ぎ

(
午
前
9
時
却
分
受
け
付
け
、
-
人

1
丁
で
先
着
1
5
0
人
、
大
4
0
0

か
ま

円
・
小
2
0
0
円
、
包
丁
と
鎌
は
不

可
)
、
ポ
ニ

l
乗
馬
(
午
前
日
時
か

ら
午
後
4
時
、
時
間
に
よ
り
人
数
制

限
あ
り
、

3
歳
か
ら
8
歳
の
お
子
さ

ん
対
象
、
-
四
回
円
、
小
雨
中
止
)

ス
ー
パ
ー
ボ
I
ル
す
く
い
(
午
後
2

時、

1
四
回
円
、

1
人
2
固
ま
で
)

M
日
の
み
・
:
金
魚
す
く
い
(
午
後
2

時
、
-
四
回
円
、

1
人
2
固
ま
で
)

※
天
候
に
よ
り
イ
ベ
ン
ト
内
容
が
変

更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
駐
車
場
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
車

で
の
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

※
開
催
の
有
無
は
、
当
日
午
前
8
時

か
ら
テ
レ
ホ
ン
ガ
イ
ド
宮
0
1
8
0

.
9
9
3
・
7
4
4
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

主
催

我
孫
子
市

協
力
我
孫
子
市
緑
化
推
進
協
力
会

圃
公
園
緑
地
課
・
内
線
5
4
5

ガレージセール
4月24日(日)

植木まつり会場近くで

手賀沼遊歩道に捨てられた、

不幸な犬や猫の避妊去勢手桶な

どの費用を集めるため、ガレー

ジセールを行います。

日時・場所 4月24日(日)午前

9時から午後3筒、根本宅車庫

(若松128の1) (小雨実施)

主催若松地区自治会、手賀沼

わんにゃんクラブ、我孫子市

固公園緑地諜・内線594

で
、
手
賀
沼
で
は
一
年
中
そ
の
姿

を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

繁
殖
期
に
な
る
と
、
つ
が
い
ご

と
に
ヨ
シ
原
の
水
ぎ
わ
を
な
わ
ば

り
に
し
て
、
枯
れ
草
を
積
み
重
ね

た

「浮
き
巣
」
を
つ
く
り
、
卵
を

産
み
ま
す
。

「
浮
き
巣
」
は
、
水
位
の
変
化

に
対
応
で
き
る
す
ぐ
れ
た
巣
で
す

が
、
春
先
の
強
風
で
水
面
が
激
し

く
波
立
つ
と
壊
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

広
い
ヨ
シ
原
が
液
の
力
を
和
ら
げ

巣
を
守
っ
て
い
る
の
で
す
。
し
か

し
ヨ
シ
原
が
狭
い
と
、
波
の
力
を

直
接
受
け
て
巣
は
壊
れ
、
繁
殖
は

失
敗
し
ま
す
。

オ
オ
パ
ン
は
、
ヨ
シ
原
に
守
ら

れ
て
く
ら
す
水
鳥
で
、
ヨ
シ
原
の

豊
か
さ
を
示
す
指
標
で
す
。

回

次
の
皆
さ
ん
か
ら
温
か
い
善
意
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

ご
厚
意
は
趣
旨
に
沿
っ
て
大
切
に

使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

天
王
台
地
区
市
民
ま
つ
り
実
行
委
員

会
様
、
我
孫
子
太
子
会
湖
北
支
部
様
、

陶
友
会
、
雲
者
の
会
様
、
我
孫
子
市

身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
家
族
会

こ
ぴ
あ
様
、
林
義
雄
様
、
我
孫
子
郵

便
局
様
、
竹
内
み
の
る
様
、
誕
生
日

あ
り
が
と
う
の
会
様
、
つ
く
し
野
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
様
、
鈴
木
謙
様
、

今
哲
賢
之
介
様
、
実
武
道
会
館
様
、

あ
ら
き
園
保
護
者
会
様
、
江
藤
勇
様
、

我
孫
子
北
部
地
域
市
民
文
化
祭
実
行

委
員
会
様
、
東
日
本
ガ
ス
側
様
、
中

村
幸
夫
様
、
川
島
チ
エ
子
様
、
ボ
ー

イ
ス
カ
ウ
ト
我
孫
子
第
一
団
様
、

Y
-

T
様
、
小
野
正
贋
様
、
柏
地
区
我
孫

子
市
明
る
い
社
会
づ
く
り
推
進
協
議

会
様
、
松
戸
友
の
会
我
孫
子
・
北
相

地
区
様
、
湖
北
台
教
会
教
会
学
校
様
、

社
交
ダ
ン
ス
・
サ
ー
ク
ル
ミ
モ
ザ
様
、

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
我
孫
子
第
二
団
様
、

我
孫
子
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
様
、
加

藤
敏
雄
様
、
千
葉
県
土
地
家
屋
調
査

士
会
東
葛
支
部
様
、
原
田
房
子
様
、

秋
田
印
刷
様
、
我
孫
子
市
民
ク
リ
ス

マ
ス
実
行
委
員
会
様
、
古
利
根
の
自

然
を
守
る
会
様
、
湖
北
中
学
校
3
年

4
組
様
、
中
央
学
院
高
校
様
、
東
我

孫
子
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
様
、
中
央

学
院
高
校
3
年
5
組
様
、
中
央
学
院

高
校
平
成
時
年
卒
業
準
備
委
員
会
様
、

我
孫
子
市
商
工
会
女
性
部
様
、
こ
だ

わ
り
食
賓
館
様
、
小
野
友
之
助
様

※
こ
の
ほ
か
9
件
、
匿
名
で
の
善
意

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

(
掲
載
は
受
け
付
け
順
。
M
山
年
3
月

白
日
受
け
付
け
分
ま
で
)

第
引
回
鳥
の
博
物
館
企
画
展

あ
び
之
巴
コ
ウ
ノ
ト
リ
ガ
ψ
っ
て
き
定

烏
の
博
物
館
で
は
、
コ
ウ
ノ
ト
リ

を
テ
l
マ
に
企
画
展
を
行
い
ま
す
。

昨
年
末
、
我
孫
子
市
北
新
田
の
水

団
地
帯
に
コ
ウ
ノ
ト
リ
が
飛
来
し
、

多
く
の
人
々
の
関
心
を
集
め
ま
し
た
。

約
1
2
0
年
前
に
は
日
本
全
国
の

農
村
で
見
る
こ
と
が
で
き
た
コ
ウ
ノ

ト
リ
が
、
な
ぜ
い
な
く
な
っ
て
し
ま

っ
た
の
か
、
今
な
ぜ
我
孫
子
に
現
れ

た
の
か
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
が
我
孫
子
に

も
た
ら
し
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
さ
ぐ
り

ま
す
。今

回
の
企
画
展
で
は
、
兵
庫
県
立

コ
ウ
ノ
ト
リ
の
郷
公
園
か
ら
こ
の
企

画
展
の
た
め
に
寄
贈
さ
れ
た
、
コ
ウ

ノ
ト
リ
の
紙
製
と
骨
格
標
本
を
展
示

し
ま
す
。

ま
た
、
同
公
園
研
究
員
に
よ
る
講

演
会
も
予
定
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く

は、

6
月
1
日
の
広
報
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

企
画
展
に
足
を
運
び
、
コ
ウ
ノ
ト

リ
と
共
存
で
き
る
我
孫
子
の
自
然
の

あ
り
方
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

開
催
期
間

4
月
mm
日
細
か
ら
9
月

四
日
側

開
館
時
間
午
前
9
時
却
分
か
ら
午

後
4
時
却
分

入
館
料
一
般
3
0
0
円
、
高
校
・

大
学
生
2
0
0
円
、
小
・
中
学
生
1

0
0
円

休
館
日

月
曜
日
(
月
曜
が
祝
休
日

の
場
合
、
翌
平
日
休
館
)

圃
烏
の
博
物
館
宮
7
1
8
5
・
2

2
1
2
 

3E麗
小・中・高校生が創作しだ

童話を募集

E三週里盟国1

h e、ぬる
市
で
は
、
小
・
中
・
高
校
生
が

創
作
し
た
童
話
の
作
品
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

応
募
者
の
中
で
希
望
者
に
は
抽

選
で
、
ロ
月
4
日
側
に
開
催
の
「
め

る
へ
ん
文
庫
創
設
5
周
年
記
念
コ

ン
サ
ー
ト
明
治
大
学
マ
ン
ド
リ

ン
倶
楽
部
演
奏
会

mあ
ぴ
こ
」
へ

招
待
(
会
場
ま
で
の
交
通
費
な
ど

は
自
己
負
担
)
し
ま
す
。

受
賞
作
品
は
、
何
年
夏
に
刊
行

す
る

「
め
る
へ
ん
文
庫
作
品
集
」

に
収
録
し
、
市
内
小
・
中
・
高
校

に
配
布
す
る
と
と
も
に
、
市
民
図

書
館
で
貸
し
出
し
ま
す
。

部
門
・
応
募
資
格

O
小
学
生
の

部

O
中
学
生
の
部

O
高
校
生

の
部

(
1
9
8
7
年
4
月
2
日
か

ら
1
9
9
0
年
4
月
1
日
生
ま
れ

の
方
)

※
全
国
ど
こ
か
ら
で
も
応
募
可
。

募
集
作
品
夢
が
あ
ふ
れ
る
内
容

の
童
話
を
4
0
0
字
詰
め
原
稿
用

紙
叩
枚
(
ワ
ー
プ
ロ
は
A
4
判
の

用
紙
で
却
文
字
×
却
行
で
叩
枚
)

以
内

※
作
品
は
日
本
語
で
、
未
発
表
の

も
の
に
限
り
ま
す
。

※
1
人
2
編
ま
で
応
募
で
き
ま
す
。

※
受
賞
作
品
の
著
作
権
は
市
に
帰

函墨園
轟轟事ーー・句・6量画面画・雇... 

属
し
、
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

※
挿
絵
は
評
価
の
対
象
に
し
ま
せ

ん。※
存
通
知
は
出
し
ま
せ
ん
。

賞

1
席
:
・
賞
状
と
図
書
券
3
万

円
分

(
1
編)、

2
席
:
・賞
状
と

図
書
券
2
万
円
分

(
2
編)、

3

席
・:
賞
状
と
図
書
券
1
万
円
分

(
叩
編
以
内
)

※
部
門
ご
と
に
賞
あ
り
。

応
募
期
限

8
月
白
日
(
消
印
有

効
)

発
表
ロ
月
中
句

表
彰
式
侃
年
1
月
U
日

選
考
委
員
字
尾
房
子
さ
ん
(
小

説
家
)
、
長
縄
栄
子
さ
ん
(
画
家

・
絵
本
作
家
)
、
松
丸
数
夫
さ
ん
(
詩

人
)
、
横
山
悦
子
さ
ん
(
児
童
文

学
作
家
)

応
募
方
法
郵
送
ま
た
は

E
メ
ー

ル
で

申
郵
送
:・
原
稿
に
表
紙
を

付
け
、
雲
仙
に
題
名
、
附
句
、
性

別
、
学
校
名
、
学
年
、
住
所
、
電

話
番
号
、
生
年
月
日
(
高
校
生
の

部
の
み
)
、
演
奏
会
鑑
賞
希
望
の

有
無
を
明
記
し
、
初
円
切
手
を
貼

仲
し
た
返
賃
需
(
住
所
、
氏

名
を
明
記
)
を
同
封
し
て
申
し
込

み
先
ヘ

ホ
E
メ
l
ル
:
・作
品
は

テ
キ
ス
ト
デ
I
タ
で
申
し
込
み
先

へ
(
必
要
事
項
は
郵
送
と
同
様
、

返
信
用
封
筒
は
不
要
)

申
込
先

一T
2
7
0
一1
1
6
6

我
孫
子
1
6
8
4教
育
委
員
会
文

化
課
E
メ
l
ル

7
5
W釦
@
n
w匂・

ω
σ
F
W
0・nyFσ
釦
・
』
勺

主
催
・
圃
教
育
委
員
会
文
化
課

宮

ω
・
7
1
8
5
・
1
6
0
1

ζ剃簡《記εぃ 災害専用電話(台風や大雨で災害が発生したとき)ft 7185・1743防災行政無線放送テレホンサービス(放送内容を確認したいとき)ft 0120-031676 



2005.4.16 (6) 

積
雪戸 r;;:.6

~-，~ ~ ( 

A?謬

タ
イ
ト
ル
の
背
景
が
色
付
き
の
も
の
は
、
市
や
官
公
庁
の
主
催
・
共
催
で
す
。

各
項
目
は
、
欄
外
の
よ
う
に
省
略
し
て
い
ま
す
。

で
か
け
て
み
ま
世
ん
か

。
春
を
つ
げ
る
草
花

-ー-
日
・
集
会
場
所
4
月
幻
自
国
9
時
却

分
東
我
孫
子
駅
南
口
広
場
集
合
、
日

時
加
分
(
雨
天
中
止
)
内
開
発
戸

・
都
部
の
谷
津
を
観
察
案
内
人
染

谷
繋
さ
ん
(
自
然
観
察
指
導
員
)

対
先
着
お
人
費
無
料
持
ル
l
ペ

(
お
持
ち
の
方
)
申
・
圃
電
話
で
手

賀
沼
謀
・
内
線
4
6
5

湖
北
台
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
鵠
会

湖

北

台

春

ま

つ

り

日
4
月
お
日
出
・

μ
日
制
9
時

s
u

時
所
湖
北
台
近
隣
セ
ン
タ
ー
(
入

場
無
料
)
内
日
舞
、
大
正
琴
、
ハ
ン

ド
ベ
ル
、
ダ
ン
ス
な
ど
の
発
表
、
陶

芸
、
七
宝
、
パ
l
チ
メ
ン
ト
ク
ラ
フ

ト
な
ど
の
展
示
、
焼
き
そ
ば
、
焼
き

鳥
、
赤
飯
、
切
り
花
の
販
売
圃
湖

北
台
近
隣
セ
ン
タ
ー
宮
7
1
8
7
・

t
ム
胃
ょ
っ
L
q
L

t1 怠

旅
フ
ェ
ア

2
0
0
5

第 1139号

日
4
月
辺
日
働
S
M日
岡
山
時

sm

時
(
辺
日
は
日
時
j
)

所
幕
張
メ
ツ

セ
国
際
展
示
場
9
・
mホ
I
ル

内

全
国
の
都
道
府
県
、
観
光
施
設
な
ど

が
一
堂
に
会
し
、
各
地
の
旅
の
魅
力

を
ア
ピ
ー
ル
す
る
圏
内
最
大
級
の

「旅
の
総
合
見
本
市
」
費
無
料
主

旅
フ
ェ
ア
実
行
委
員
会
圃
千
葉
県

観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
謀
宮
0
4
3

.
2
2
3
・
2
4
1
5

国
際
結
婚
カ
ッ
プ
ル
・

外
国
人
カ
ッ
プ
ル
の
集
い

日
4
月
M
日
倒
U
時
1

所
市
民
プ

日
・
:
日
時

所
・
:
場
所

ラ
ザ
和
室

内
文
化
習
慣
の
違
い
の

苦
労
話
し
を
、
お
茶
と
ス
コ
I
ン
を

楽
し
み
な
が
ら
語
ら
う
費
5
0
0

円

申
・
圃
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
か
E

メ
l
ル
で
A
I
R
A事
務
局
宮
7
1

8
3
・
1
2
3
1
m
7
1
8
3
・
2

0
0
5
E
メ
l
ル
5同
O
@
o
b可
釦

山
℃Tea Party for International Couples 

Date : April24 2:00p.m. 

Place : The Civic PI制 ofAbi刷ESPA3F)

Let's talk over cups of tea and scones! 

Contact : AIRA tel 04・71邸・1231

穆
一
加
し
て
み
ま
世
ん
か

園

官士
ヨ~

教

日
・
内
・
:
下
段
表
参
照
講
師
樹
木

医
所
講
義
:
・ア
ピ
ス
夕
、
実
技
:
・

手
賀
沼
公
園
対
全
日
程
を
受
講
で

き
、
こ
の
教
室
を
受
講
し
た
こ
と
が

な
い
方
、
各
コ
l
ス

ω人
(
応
募
者

多
数
の
場
合
は
抽
選
)
費
1
0
0
0

円
(
全
3
回
分
・
材
料
代
な
ど
含

む
)
申
・
圃
往
復
ハ
ガ
キ

(
1
人
1

枚
)
に

「園
芸
教
室
希
望
」、

希
望

す
る
コ
I
ス
(
平
日
・
休
日
の
い
ず

れ
か
)
、
住
所
、
器
、
性
別
、
年

齢
、
電
話
番
号
、
あ
て
先
(
様
と
記

入
し
て
く
だ
さ
い
)
を
明
記
し
、

4

月
辺
日
必
着
で
一
T
2
7
o
l
-
-
9

2
市
役
所
公
園
緑
地
課
(
住
所
省
略

可
)
・
内
線
5
4
5
へ

内
・
:
内
容

種
・
:
種
目

平日コース休日コス 内容(予定)

5月24日制 5月22日(日)植物の土とガー
9時 30 分~19時 15 分~ アーンク(講義)
11時30分 11時15分

5月31日制 5月22日(日)植木、草花の病
9時 30 分~112 時30 分~害虫防除(講義)
11時30分 14時30分

6月7日制 6月4日出 植木、草花の
9時 30 分~19時 30 分~ ふやし方(実按)
11時30分 11時30分

マ
マ
パ
パ
育
児
学
級

E.mail: info@e・aira.jp

日
①
5
月
幻
自
国
、
②
お
日
出
い
ず

れ
も
9
時
1
ロ
時
所
保
健
セ
ン
タ

ー

内
①
助
産
婦
の
話
、
赤
ち
ゃ
ん

の
養
護
ほ
か
②
育
児
ピ
デ
オ
鑑
賞
、

実
習
(
抱
っ
こ
や
お
む
つ
の
交
換
、

妊
婦
体
験
)
対
両
日
参
加
可
能
で
、

し
あ
わ
せ
学
級
(
平
日
開
催
)
に
参

加
で
き
な
い
夫
婦
却
組
(
応
募
者
多

数
の
場
合
は
抽
選
)
申
ハ
ガ
キ
か

E
メ
l
ル
で
住
所
、

2
人
の
氏
名
・

生
年
月
日
、
電
話
番
号
、
出
産
予
定

日
、
初
産
か
経
産
を
明
記
し
、

5
月

6
日
必
着
で
一
T
2
7
o
l
-
-
3
2

湖
北
台
1
の
ロ
の
時
保
健
セ
ン
タ
ー

E
メ
I
ル

yowoロ
noロ
Z
円@の広

三
号
停
0
・n
E
Z
-号
圃
保
健
セ

ン
タ
ー
宮
7
1
8
5
・
1
1
2
6

-皐
。
よ
む
よ
む
ラ
リ
ー

。4
月
幻
日
子
ど
も
続
書
の
日
関
連

事
業

日
4
月
お
日
出
1
5月
ロ
日
同
内

一フリ
I
期
間
内
に
、
市
内
の
図
書
館

の
本
を
1
冊
読
む
ご
と
に
、
ラ
リ
ー

用
紙
(
図
書
館
に
用
意
ま
た
は
小
学

校
で
配
布
)
に
ス
タ
ン
プ
を
押
し
、

叩
冊
読
ん
だ
ら
ゴ
I
ル。

1
日
に
押

せ
る
ス
タ
ン
プ
は
5
個
ま
で
対
小

学
生
圃
市
民
図
書
館
宮
7
1
8
4

.
1
1
1
0
 

※
ゴ
ー
ル
し
た
方
に
は
、
用
紙
の
し

お
り
と

「
た
ん
た
新
聞
2
0
0
号
」

記
念
し
お
り
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

出
・
:
出
席
者
・
出
演
者

対
・
:
対
象
・
定
員

賓
・
:
費
用

日
5
月
四
日
同
9
時
開
会
所
市
民

体
育
館
種
ラ
ン
ク
別
ダ
ブ
ル
ス
1

5
4部
対
市
内
在
住
の
家
庭
婦
人

費
1
人
9
0
0
円

申
・
圃
ハ

ガ

キ

日

9
月
上
旬
i
m月
中

旬

資
格
調

申
・
:
申
し
込
み
(
記
載
の
な
い
も
の
は
申
し
込
み
不
要
)

主
・
:
主
催
・
共
催

健
康
ス
ポ
ー
ツ
講
習
会

日
・
所
我
孫
子
第
三
小
学
校
:
・
6
月

4
日

-m日、
7
月
2
日
・
凶
日
・

初
日
、

8
月
6
日
、
湖
北
台
西
小
学

校
:
・4
月
お
日
、

5
月
U
日

-m日、

6
月
日
日
・
お
目
、

7
月
9
日
・
お

日
、
布
佐
南
小
学
校
:
・4
月
日
日
、

5
月
7
日

6
月
4
日

7
月
2

日
・
日
日
の
い
ず
れ
も
土
曜
日
9
時

却
分
5
日
時
却
分
(
布
佐
南
小
学
校

は
日
時
1
ロ
時
)
〈
各
会
場
と
も
校

庭
、
体
育
館
使
用
。
雨
天
時
は
体
育

館
の
み
)

内
健
康
体
操
、
シ
ョ
ー

ト
テ
ニ
ス
、
ペ
タ
ン
ク
、
ス
ピ
ー
ド

ボ
l
ル
ほ
か
(
会
場
に
よ
り
種
目
が

異
な
り
ま
す
)
対
小
学
生
以
上
の

方
指
導
者
我
孫
子
市
体
育
指
導
委

員
費
無
料
持
上
履
き
、
タ
オ
ル
、

飲
み
物
申
直
接
会
場
で
回
教
育

委
員
会
体
育
課
宮
7
1
8
7
・
7
5

5
5
 

連
盟
杯
テ
ニ
ス
大
会

日
5
月
日
日
側
8
時
集
合
、

9
時
開

始
(
雨
天
の
場
合
は
5
月
沼
田
に
延

期
)
所
男
子
:
市
民
体
育
館
テ
ニ

ス
コ
ー
ト
(
人
工
芝
)
、
女
子
:
・湖

北
台
中
央
公
園
(
ク
レ
I
)

種
シ

ン
グ
ル
ス
男
子
・
女
子
(
男
女
と
も

ク
ラ
ス
分
け
な
し
)
対
市
内
在

住
・
在
勤
・
在
学
の
方
費
1
0
0

0
円
申
ハ
ガ
キ
か
E
メ
l
ル
で
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
性
別
、
電
話
番

号
、
所
属
ク
ラ
ブ
を
明
記
し
、

5
月

6
日
必
着
で
一
T
2
7
O
I
l
l
4
7

若
松
1
4
8
の
2
田
淵
賢
治
E
メ

ー
ル

F
2
ω
σ
R
E
@』

n
o
g
-
Y
O
E

O
-
ロ0
・
』
℃
圃
田
淵
宮
7
1
6
9
・

1
8
6
8
 

家
庭
婦
人
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

持
・
:
持
参

に
2
人
の
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、

ラ
ン
ク
を
明
記
し
、

5
月
8
日
必
着

で一
T
2
7
o
l
-
-
4
3
天
王
台
5

の
2
の
1
の
4
1
1
鴨
木
真
澄
宮
7

1
8
3
・
4
4
1
7

外
国
人
の
た
め
の
パ
ス
ツ
ア
ー

日
5
月
8
日
側
9
時
初
分
我
孫
子
駅

北
口
ロ
l
タ
l
リ
l
集
合
(
時
時
解

散
予
定
)

内
我
孫
子
消
防
署
の
見

学
と
体
験
(
緊
急
時
の
電
話
の
か
け

方
)
、
幻
世
紀
の
森
と
広
場
で
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
千
葉
県
西
部
防
災

セ
ン
タ
ー
で
災
害
体
験
(
地
震
、
風

水
害
)
費
1
0
0
0
円
(
昼
食
、

お
茶
代
)
〈
子
ど
も
同
伴
可
〉

申
・
圃
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
か
E
メ
ー

ル
で
A
I
R
A
事
務
局
宮
7
1
8
3

.
1
2
3
1
m
7
1
8
3
・
2
0
0

5
E
メ
l
ル
5
r
@中
巴
円
釦
・

5

テ

ラ

ス

あ

ぴ

こ

土
曜
日
プ
ロ
グ
ラ
ム
2
0
0
5年

日
毎
週
回
目
時
1
ロ
時
所
テ
ラ
ス

あ
ぴ
こ

内
子
ど
も
の
ヨ
ガ
教
室
、

英
語
で
遊
ぽ
う
ほ
か
費
1
回
5
0

0
円
(
高
校
生
以
下
無
料
)
申
・

圃
電
話
で
テ
ラ
ス
あ
ぴ
こ
宮
7
1
8

3
・
8
8
6
6

第
1
回
オ
ス
ト
メ
イ
ト

社
会
適
応
訓
練
講
習
会

日
4
月
お
日
銅
山
時

S
U時
所

八

千
代
市
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
(
八
千
代

市
上
高
野
6
4
0
の
2
)

内
講
演

「
ス
ト
l
マ
・
ト
ラ
ブ
ル
Q
&
A
」
、

補
装
具
展
示
相
談
会
対
県
内
の
オ

ス
ト
メ
イ
ト
と
そ
の
家
族
、
医
療
関

係
者
費
無
料
圃
細
日
本
オ
ス
ト

ミ
l
協
会
千
葉
県
支
部
宮
0
4
7
・

4
5
2
・
6
4
3
3
(月
・
火
・
金

曜
日
の
み
)

ぼ
し
ゅ
う

国

勢

調

査

査
上
知
り
え
た
秘
密
を
守
り
、
責
任

を
持
っ
て
業
務
を
行
え
る
却
歳
以
上

の
方
(
税
務
・
警
察
・
選
挙
に
直
接

関
係
し
て
い
な
い
方
。
平
日
に
開
催

さ
れ
る
説
明
会
な
ど
に
参
加
で
き
る

方
)
対
先
着
7
0
0人

内
調
査

票
の
配
布
と
回
収
・
検
査
報
酬
約

4
万
5
0
0
0
円
(
調
査
世
帯
数
に

よ
り
増
減
あ
り
)
申
登
録
用
紙
(
総

務
課
、
各
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、

行
政
連
絡
所
に
用
意
)
に
必
要
事
項

を
明
記
し
、
市
役
所
総
務
課
へ
本
人

が
直
接
持
参
圃
総
務
課
統
計
担
当

.
内
線
2
2
9

げ
ん
き
フ
ェ
ス
タ

フ
ァ
ン
タ
ス
テ
ィ
ッ
ク

7
ル
ド
2
0
0
5事
加
者

日
6
月
お
日
岡
山
時
1
日

時

所

湖

北
地
区
公
民
館
、
湖
北
小
学
校
体
育

館
・
校
庭

内
出
演
し
た
い
子
ど
も

た
ち
。
ス
タ
ッ
フ
に
な
り
た
い
子
ど

も
た
ち
。
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
遊

ん
だ
り
サ
ポ
ー
ト
し
た
り
す
る
大
人

(
実
行
委
員
会
に
参
加
し
て
い
た
だ

き
ま
す
)

申
・
圃
電
話
か
フ
ァ
ク

ス
E
メ
l
ル
で
大
木
宮
間
7
1
3
9

.
7
0
6
6
E
メ
I
ル
B
Z
C
N
C
'

o
@』

8
B-FO
E
O-ロ
立匂

第
沼
田
全
国
健
康
福
祉
祭

(
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
)
ふ
く
お
か
大
会
出
雲

日
日
月
日
日
働

5
日
日

ω、
所
福
岡

県

参

加
資
格
県
内
在
住
の

ω歳
以

上
(
昭
和
幻
年
4
月
1
日
以
前
生
ま

れ
)
の
方

※
募
集
種
目
、
人
数
、
経
費
、
応
募

方
法
な
ど
詳
し
く
は
、
側
千
葉
県
福

祉
ふ
れ
あ
い
財
団
長
寿
グ
ル
ー
プ
ね

ん
り
ん
ピ
ッ
ク
係
官
0
4
3
・
2
2

1
・
7
4
4
8
へ。

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ひ
ま
わ
り
会
会
員

貝

日
毎
週
岡
山
時

S
U時
所
市
民
体

育
館
対
家
庭
婦
人
(
経
験
不
問
)

費
月
額
2
0
0
0
円
、
入
会
金
1
0

0
0
円
申
・
圃
電
話
か
フ
ァ
ク
ス

長
津
宮
間
7
1
0
6
・
7
0
1

で7 

圃
・
:
問
い
合
わ
せ

.加者募集

4
司
宿
泊
準
?
で
の
喜
-
風
最

主催我頚子市教育委員会

申し込み ハガキに「手賀の丘ふれあい教

室J、学校名、参加児童の住所、氏名、電

話番号、性別を明記し、 4月30日必着で

〒270・1166我孫子1604我弼子市教育

委員会「手賀の丘ふれあい教室係Jヘ
固教育委員会社会教育課ft7185・1604

廊票後、手賀の丘少年の家までパスで移

動し、他の学校の友達といっしょに寝泊ま

りしながらふれあいませんか。

2005年度は、市内 13小学校を対象に、

4固(4地区)に分けて宿泊通学をします。

今回は、 5月開催の参加者を募集します。
日程 5月17日閃から19日開(2泊3日)

O合同説明会 日時・場所 5月14日凶

午後1時30分から3問、市役所分館

対象我諌子第4小、並木小の4年生、

32人(3日間参加できる児童)

※応募者多数の場合は抽選。

参加費 2500円(朝夕食代ほか)

固我課子地区公民館ft7182-0511 

V 日時と内容(いずれも土曜日)

日程 内容
ジャズのスタイル:モ
ダンジャスeの変遷

モダンジャズの巨人た

ち
映画に登場したジャズ
のスタープレイヤー

ジャズボーカルの華麗な
世界

文化としてのジャズ:
広がる名演誕生の現場

※時間l許制時30分から3時

5月14日

9日

5月28日

9月10日

9月24日

7月

日程・内容表参照

蝿所アビスタ

講師児山紀芳さん

(ジャス望論家)(写恥

対象・定員 18歳以

上の市内在住・在勤・

在学のジャズに興味の

ある方、 60人(応募者多数時は抽選)

費用 500円(5回分)

申し込みハガキに「ジャズ講座J、
住所、氏名、年齢、電話番号を明記し、

4月28日必着で〒 270・1147若松

26の4我課子地区公民館

市役所の電話番号宮7185-1111 市役所のホームページアドレス http://www.city.abiko.chiba.jp。 は「あぴこ楽校Jの事業です。
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バ
ナ
ナ
と
納
豆
ご
は
ん
が
大
野

ぎ
な
も
も
ち
ゃ
ん
。
心
も
体
も
大

き
く
な
あ
れ
H

お
し
ら
ぜ

定
例
教
育
委
員
会

-ー-
日
4
月
お
白
川
W
U
時
却
分
所
水
道

局
4
階
会
議
室
園
教
育
委
員
会
総

務
課
宮
7
1
8
5
・
1
1
1
0

小
・
中
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験

情
報
提
供
の
団
体
向
け
観
明
会

市
で
は
、
小
・
中
学
生
が
気
軽
に

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
体
験
が
で
き

る
よ
A
ど
な
環
境
づ
く
り
を
め
ざ
し
、

何
年
度
か
ら
小
中
学
生
に
対
し
て

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
情
報
の
提

供
」
事
業
を
始
め
ま
す
。
こ
の
た
め
、

小
・
中
学
生
を
受
け
入
れ
て
い
た
だ

け
る
団
体
や
企
業
を
募
集
し
ま
す
。

受
け
入
れ
て
い
た
だ
け
る
団
体
や
企

業
向
け
の
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
の

で
、
奮
っ
て
ご
参
加
下
さ
い
。

蹴
明
会
・
日
4
月
M
日
側
H
時
1
日

時
却
分
所
市
役
所
分
館
対
小
・

中
学
生
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
を
し

て
も
ら
い
た
い
市
内
の
団
体
(
法
人

格
の
有
無
を
問
わ
ず
)
・
企
業

申
・
圃
電
話
で
4
月
辺
固
ま
で
に
市

民
活
動
支
援
課
宮
7
1
8
5
・
1
4

6 
7 須す

藤5

&
u
&
u
-
」

萌
々
子
ち
ゃん

(
白
山
・

1
歳
2
カ
月
)

市
民
体
育
館
メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ
は

利
用
が

一時
中
止
に

6
月
幻
日
開
1
7月
8
日
ω阻
ま
で

の
ロ
日
間
、
市
民
体
育
館
内
の
メ
イ

ン
ア
リ
ー
ナ
は
、
塗
装
工
事
の
た
め

利
用
で
き
ま
せ
ん
。
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

四
教
育
委
員
会
体
育
課
(
市
民
体
育

館
内
)
宮
7
1
8
7
・
7
5
5
5

介
謹
保
険
市
民
会
織
を
公
開

日
4
月
幻
日
同
U
時
i
M時
所

市

役
所
分
館
大
会
議
室

内
室
巾
民
意

識
調
査
②
地
域
介
護
・
福
祉
空
間
整

備
計
画
(
案
)
に
つ
い
て
対
当
日

先
着
ロ
人
圃
介
護
支
援
謀
・
内
線

4
1
2
 

健
(
検
)
診
医
療
機
関
を
追
加

4
月
1
日
か
ら
岡
野
内
科
医
院
で

も
乳
が
ん
検
診
(
視
触
診
)
を
開
始

し
ま
し
た
。

圃
保
健
セ
ン
タ
ー
宮
7
1
8
5
・
1

1
2
6
 

燃
料
灯
油
タ
ン
ク
の

転

倒

事

故

防

止

を

昨
年
の
新
潟
県
中
越
地
震

(
M
6
・

8
)
に
お
い
て
、
家
庭
の
暖
房
器
具

用
灯
油
を
保
管
す
る
ホ

I
ム
タ
ン
ク

石ピ
山2

か
な
と

叶
大
ち
ゃ
ん

(
我
孫
子
・

1
歳
3
カ
月
)

バ
ナ
ナ
ガ
と
っ
て
も
大
野
き
。

バ
ナ
ナ
事
昆
だ
だ
け
で
こ
コ
i
と

満
面
巴
笑
顔
事
昆
せ
て
く
れ
ま
す
。

な
ど
の
転
倒
、
漏
え
い
事
故
が
各
薮

報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
ホ
ー
ム
タ
ン

ク
な
ど
で
灯
油
を
保
管
し
て
い
る
場

合
は
、
次
の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ

う。

O
タ
ン
ク
の
固
定
状
況
を
確

認
し
、
転
倒
し
な
い
よ
う
に
固
定
す

る
@
タ
ン
ク
、
配
管
な
ど
に
亀
裂

や
腐
食
が
な
い
か
を
確
認
す
る

O

定
期
的
に
タ
ン
ク
の
灯
油
の
残
量
を

確
認
す
る

O
ポ
リ
タ
ン
ク
に
小
分

け
す
る
と
き
は
そ
の
場
を
離
れ
ず
、

小
分
け
し
た
後
は
、
タ
ン
ク
の
パ
ル

プ
と
ポ
リ
タ
ン
ク
の
ふ
た
を
完
全
に

閉
め
た
か
を
確
認
す
る
圃
消
防
本

部
予
防
課
宮
7
1
8
1
・
7
7
0
2

市
内
の
散
歩
コ

l
ス
が

「
歩
き
た
く
な
る
み
ち
」

5
0
0
還
に

ω年
に
細
日
本
ウ
オ
I
キ
ン
グ
協

会
が
募
集
し
た

「
美
し
い
日
本
の

「
歩
き
た
く
な
る
み
ち
』

5
0
0

選
」
に

「手
賀
沼
と
我
孫
子
の
歴
史

を
訪
ね
る
み
ち
」
コ
I
ス
が
選
ば
れ

ま
し
た
。
順
路
手
賀
沼
公
園
↓
手
賀

沼
遊
歩
道
↓
水
の
端
↓
水
神
山
古
墳

↓
烏
の
博
物
館
↓
子
の
神
大
黒
天
↓

志
賀
直
哉
邸
跡
↓
白
樺
文
学
館
↓
礎

人
冠
公
園
↓
加
納
治
五
郎
別
荘
跡
↓

三
樹
荘
↓
バ
ー
ナ
ー
ド
・
リ
I
チ
碑

↓
血
脇
守
之
助
顕
彰
碑
↓
手
賀
沼
公

園
圃
商
工
観
光
課
・
内
線
5
0
5

事
業
主
の
皆
さ
ん
ヘ

労
働
保
険
料
の
申
告
と
納
税
を

労
働
保
険
料
の
申
告
と
納
付
期
間

22叫泊四a亙~{flfi_f曹三

国の定める手賀沼の
水質環境基準 (C0 0値i15 ~ /2以下
千葉県湖沼水質保全計画による
年平均目標 C0 0値

平成17年3月、月平均COD値
採水場所:手賀沼公園沖

平成16年3月、月平均COD値
採水場所:手賀沼公園沖

12略/2

6.2 rrg /~ 

は、

4
月
1
日
か
ら
5
月
初
固
ま
で

で
す
。
申
告
と
納
付
は
最
寄
り
の
金

融
機
関
か
郵
便
局
で
、
早
め
に
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
圃
千
葉
労
働

局
労
働
保
険
徴
収
謀
宮
0
4
3
・
2

2
1
・
4
3
1
7

育
児

・
介
護
休
業
給
付
制
度
が

改
正
さ
れ
ま
し
た

育
児
・
介
護
休
業
法
が
4
月
1
日

か
ら
改
正
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
雇

用
保
険
制
度
の
育
児
・
介
護
休
業
給

付
に
つ
い
て
も
一
部
改
正
さ
れ
ま
し

た
。
育
児
休
業
給
付
:
・①
支
給
対
象

と
な
る
期
間
の
延
長
(
特
別
の
事
情

が
生
じ
た
場
合
に
最
大
1
歳
6
カ
月

に
遣
す
る
日
の
前
固
ま
で
)
②
期

間
雇
用
者
へ
の
適
用
③
休
業
終
了

日
の
属
す
る
月
の
支
給
額
算
定
方
法

の
変
更
介
護
休
業
給
付
:
・
①
同
一

家
族
に
係
る
複
数
回
支
給
②
期
間

雇
用
者
へ
の
適
用
③
休
業
終
了
日

の
属
す
る
月
の
支
給
額
算
定
方
法
の

変
更

※
詳
し
く
は
、
松
戸
公
共
職
業
安
定

所
(
ハ
ロ

l
ワ
ー
ク
)
宮
0
4
7
・

3
6
7
・
8
6
0
9
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

医
療
機
関
名
の
訂
正

3
月
下
旬
に
送
付
し
た
健
康
診
査

の
委
託
先
医
療
機
関
一
覧
表
で
、
「く

わ
さ
わ
ク
リ
ニ
ッ
ク
」
と
あ
る
の
を
、

「く
ら
さ
わ
ク
リ
ニ
ッ
ク
」
に、

「平

7.2 rrg /~ 

和
台
医
院
」
と
あ
る
の
を

「平
和
台

病
院
」
に
お
わ
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

圃
保
健
セ
ン
タ
ー
宮
7
1
8
5
・
1

1
2
6
 

広
報
4
月
1
日
号
の
訂
正

広
報
あ
び
こ
の

8
面

「我
孫
子

ゴ
ル
フ
倶
楽
部
の
一
部
を
公
開
(
市

民
観
桜
会
こ
の
記
事
中
、

「費
1
0

0
円
(
保
険
料
ほ
か
)
」
と
な
っ
て

い
ま
し
た
が
、

「費
1
0
0
円
(
運

営
協
力
費
と
し
て
、
「
我
孫
子
の
景

観
を
育
て
る
会
』
に
納
入
さ
れ
ま

す
こ
に
訂
正
し
ま
す
。

不
周
畠
傭
縄

H
語
り
ま
す
H

無
料
で
申
温
暖
冷
庫
(
日

t
)

:
・
猪
狩
宮
7
1
8
2
・
9
3
7

8

市
二
段
ベ
ッ
ド
、
学
習
机
、

い
す
:
・山
田
宮
7
1
8
3
・
ー

4
6
1
 

H
語
っ
て
く
だ
さ
い

H

無
料
で
事
ベ
ビ
ー
カ
ー
・
:
増

井
君
7
1
8
7
・
0
2
5
9

申
し
込
み
各
連
絡
先
へ
直
接

電
話
し
て
く
だ
さ
い

※
掲
載
の
申
し
込
み
は
、
ふ
れ

あ
い
工
房
へ
(
月
曜
日
休
館
)
。

圃
ふ
れ
あ
い
工
房
E
7
1
8

6
・
5
5
0
0

l 市開(人身)事故発生件数 | 
(我孫子警察署管内・ 3 月~1J日現在)

62件
167件
+13件

1人
2人

+1人
62人
185人
・10人

同
月

数

航

.

一

数

数

件
宇
一
数
数
一
者
者

生
釘
比
一
者
者
比
一
傷
傷
比

発
発
期
一
死
死
期
一
負
負
期

の
の
同
一
の
の
同
一
の
の
同

月
年
年
一
月
年
年
一
月
年
年

3
今
前
一

3
今
前
一

3
今
前

市民伝言版

このコーナーに掲麓を希望する方は、

広報掲載依頼書(市役所広報室に用意

または我諌子市のホームページからダ
ウンロード)に必要事項を記入のうえ、

掲輯希望日の1カ月前までに広報室ヘ
提出してください。

掲離する内容はイベント名・日時・

場所・内容・費用・問い合わせ先など

です。詳しい内容の確認は、当事者間

で行うようお願いします。

圃広報室会7185・1269

公共施設利用の活動は、優先的に場所が

確保されているものではありません。

講
演
・
催
し

V
春
の
山
野
草
屋

4
月
お
日
同
-

m日
鯛
9
時
1
日
時
。
我
孫
子
郵
便

局
。
配
布
品
あ
り
。
我
孫
子
山
野
草

会
・
村
上
告
7
1
8
4
・
4
7
4
8

V
ガ
ラ
ン
・
ピ
l
・
ポ
ロ
ン

5
月

8
日
倒
U
時
間
演
。
湖
北
地
区
公
民

館
。
幼
児
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
め
る

ほ
の
ぼ
の
コ
ン
サ
ー
ト
。
1
8
0
0

円
(
ペ
ア
券
3
0
0
0円
)
〈
当
日

座
席
指
定
〉
。
あ
ぴ
こ
子
ど
も
劇
場

宮

7
1
8
8
・
9
0
7
8

V
教
育
基
本
法
と
憲
法
を
考
え
る
講

演
会

5
月
8
日
冊
目
時
初
分
1
0

湖
北
台
近
セ
。
講
師
・
小
森
陽
一
さ

ん
(
東
京
大
学
教
授
)
。
無
料
。
教

育
基
本
法
を
生
か
す
あ
ぴ
こ
市
民
の

会
・
松
村
宮
7
1
3
9
・
4
0
7
5

V
に
こ
に
こ
教
室

5
月
比
日
出
、

6
月
日
日
回
目
時
日
分
1
日
時
却
分

(
以
降
毎
月
1
回
開
催
)
〈
9
時
加

分
か
ら
受
付
〉
。
布
佐
台
幼
稚
園
。

2
歳
i
4歳
の
幼
稚
園
未
就
園
児
。

上
腕
き
、
各
色
油
性
ペ
ン
持
参
。
同

幼
稚
園
宮
7
1
8
9
・
0
2
3
1

V
講
演
会

4
月
お
日
回
目
時
初
分

1
0
天
王
台
北
近
セ
。

「医
師
と
し

て
南
極
越
冬
隊
に
参
加
し
て
」
講

師
・
大
野
義
一
朗
さ
ん
。
無
料
。
ぁ

ぴ
こ
医
療
と
健
康
友
の
会
・
藤
井
宮

7
1
8
4
・
2
2
6
7

V
あ
び
こ
雑
学
ね
っ
と

4
月
幻
自

国
。
我
孫
子
駅
北
口
9
時
幻
分
発

「あ
け
ぼ
の
山
公
園
行
き
」
パ
ス
乗

車
(
雨
天
実
施
)
。
布
施
弁
天
と
あ

け
ぼ
の
山
散
策
と
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
。

1
5
0
0
円
(
パ
ス
代
、
飲
み
物
代

別
)
牧
野
宮
7
1
3
9
・
5
8
7
3

V
相
馬
霊
場
八
十
八
カ
所
巡
り

4

月

μ
日
制
8
時

ω分
、
我
孫
子
駅
南

口
駅
前
広
場
集
合
(
雨
天
中
止
)
。

興
陽
寺
↓
子
ノ
将
神
↓
最
勝
院
↓
柴

崎
神
社
↓
東
源
寺
↓
宝
蔵
寺
↓
布
施

弁
天
。

5
0
0
円
。
弁
当
持
参
。
山

崎
宮
0
2
9
7
・
w
-
0
3
5
0

V
ピ
ヨ
ピ
ヨ
親
子
シ
ョ
ー
ト
テ
ニ
ス

教
室

5
月
5
日
鯛
①
日
時
1
ロ
時
、

②
日
時
却
分
5
日
時
却
分
。
側
吉
田

記
念
テ
ニ
ス
研
修
セ
ン
タ
ー
。

4
歳

i
u歳
の
お
子
さ
ん
と
保
護
者
、
各

先
着
鈎
組
。

1
組
5
0
0
円
。
同
セ

ン
タ
ー
宮
7
1
3
4
・
3
0
3
O

V
野
村
生
涯
教
育
講
座

4
月
幻
日

制
日
時
1
日
時
。
船
橋
市
中
央
公
民

館
。
野
村
佳
子
生
涯
教
育
論
、
第
-

章
生
涯
教
育
へ
の
道
程
。
年
8
0
0

0
円
(
全
8
回
)
。
側
野
村
生
渥
教

育
セ
ン
タ
ー
宮

ω・
3
3
2
0
・
1

8
6
1
 

会
員
・
仲
間
募
集

V
楊
式
太
極
拳
ク
ラ
ブ

毎
週
回
目

時
1
日
時
却
分
。
高
野
山
小
学
校
。

先
着
5
人
。
月
3
0
0
0
円
、
年
1

0
0
0
円
。
靴
持
参
(
運
動
で
き
る

服
装
で
ご
参
加
を
)
。
藤
田
宮
7
1

8
2
・
6
2
4
7

V
社
交
ダ
ン
ス
・
ビ
ュ

l
テ
ィ
l
ダ

ン
ス
フ
レ
ン
ズ
毎
週
働
四
時
i
m

時
印
分
(
初
心
者
は
四
時
加
分

s
m

時
回
分
・
初
め
て
の
方
も
大
歓
迎
)
。

我
孫
子
商
工
会
館
。
渡
辺
宮
7
1
8

4
・
4
8
9
7
(幻
時
以
降
)

V
あ
お
い
新
体
操
ク
ラ
ブ

毎
週
同

幼
稚
園
ク
ラ
ス
日
時

i
。
小
学
生
ク

ラ
ス
ロ
時

i
。
ア
ピ
ス
夕
、
我
孫
子

第
四
小
学
校
。

3
歳
以
上
の
女
児
。

入
2
0
0
0
円
(
保
険
料
込
み
)
。

月
5
0
0
0
円
。
佐
藤
宮
7
1
6
6

-
0
3
5
4
 

近セ=近隣センター、市セ=市民センター、布佐ステ=布佐ステーションホール、入=入会金、月=月会費、年=年会費

V
お
た
ま
じ
ゃ
く
し
の
会

毎
月
第

2
回
目
時
却
分
1
口
時
却
分
。
ス
パ

&
ス
ポ
・
ユ
ア
I
我
孫
子
。
水
の
中

で
一
緒
に
楽
し
む
。
障
害
児
・
者
と

そ
の
家
族
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
同
時

募
集
。
入
・
年
・
月
各
1
0
0
0
円。

瀬
崎
宮
7
1
8
4
・
9
9
1
6

V
中
国
語
勉
強
会
月
4
回
の
側
・

出
U
時
1
日
時
。
湖
北
台
近
セ
。
中

国
語
会
話
と
中
国
に
関
し
て
の
さ
ま

ざ
ま
な
勉
強
。
中
国
に
興
味
が
あ
る

方
。
先
着
目
人
。
月

2
0
0
0
円

(
テ
キ
ス
ト
別
途
)
。
福
岡
宮
7
1

4
9
・
2
8
2
0

V
歌
謡
サ
ー
ク
ル

毎
週

ωロ
時
1

日
時
。
ア
ピ
ス
タ
。
カ
ラ
オ
ケ
レ
ッ

ス
ン
、
発
表
会
。
先
着
若
干
名
。
月

2
5
0
0
円
、
入
1
0
0
0
円
。
筆

記
用
具
、
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
持
参
。

梅
津
宮
7
1
8
3
・
2
0
1
4

V
楽
葉
会

(日
本
画
サ
ー
ク
ル
)

毎
月
第
2
・

4ω
日
時

5
日
時
。
湖

北
地
区
公
民
館
ほ
か
。
日
本
画
の
学

習
。
先
着
5
i
6人
。
月
3
0
0
0

円
、
年
4
0
0
0
円
(
材
料
費
実

費
)
。
古
田
部
宮
7
1
8
8
・
6
9

0
2
 

I市民伝言板jの杏項目は、右のとおり省略しています。

V
き
も
の
着
付
け
サ
ー
ク
ル

布
佐

南
近
セ
:
・第
2
・
4
側、

2
・
4
例。

湖
北
台
近
セ

:
i
・
3
句

新

木

近

セ
:
・2
・
4
例
。
久
寺
家
近
セ
:
・

2
・
4
冊
。
ア
ピ
ス
タ
:
・1
・
3
出

(
夜
間
)
。
各
先
着
目
人
。
月
2
5

0
0
円
。
鈴
木
宮
7
1
8
8
・
2
8

0 
6 
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熱
心
に
ご
研
究

紀
宮
さ
ま
の
勤
務
風
景
公
開

制山階鳥類研究所(高野山)に勤

務されている紀宮さまの勤務風景が

3月16日、報道陣に公開されました。

紀宮さまは、 1992年から同研究

所で非常勤の研究員として、皇居内

の鳥類とカワセミの生態研究や、英

国の鳥類学者ジョン -グーjレドが描

いた 「鳥類図譜Jに関する資料研究

を手がけられています。

塾
中高年の方々 !こ生涯学習の振興を

町軍軍Ri竃... 軍強

と
丸フE

元
気
塾
(
山
下
精
一
理
事
長
)

が
、
去
る
2
月
日
日
に
市
内
で
お

番
目
の

N
P
O法
人
と
し
て
千
葉

県
か
ら
認
証
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
法
人
は
、
地
域
住
民
の
あ

笑顔あふれる新小学 1年生
市内の 13小学校で入学式

桜満開の4月8目、市内 13小学校で入学

式が行われ、 1221人の新1年生力漕生しま

した。

我課子第一小学校では、松崎文雄校長が

i 1人でしましょう、元気にあいさつしま

しょう、クルマに気をつけましょうJの3つ

を新1年生と約束。お兄さんやお姉さんによ

る楽しい学校紹介では、緊張した表情だった

新1年生にも笑顔があふれでいました(写真)。

ら
ゆ
る
年
齢
層
、
特
に
中
高
年
層
の

方
々
に
、
生
涯
教
育
の
振
興
を
通
し

て
、
生
き
が
い
を
持
っ
て
い
た
だ
く

こ
と
を
目
的
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

主
な
活
動
は
、
中
高
年
の
方
々
の

蓄
積
さ
れ
た
知
識
や
技
術
を
、
さ
ま

ざ
ま
な
活
動
で
、
発
揮
し
て
い
た
だ

く
き
っ
か
け
作
り
の
た
め
の
講
演

活
動
で
す
。

第
一
段
正
し
て
、

4
月
四
日
ア

ピ
ス
タ
で

「

ω歳
か
ら
の
私
の
生

き
方
S
大
学
生
活
で
学
ん
だ
こ
と

j
」
と
題
し
て
、
渡
辺
三
千
男
さ

ん
(
健
康
生
き
が
い
づ
く
り
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
)
の
講
演
会
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

理
事
長
の
山
下
さ
ん
は
、

「
幻

世
紀
を
迎
え
、
豊
か
で
活
力
あ
る

社
会
を
築
い
て
い
く
た
め
に
は
、

一
人
ひ
と
り
が
、
生
涯
い
つ
で
も
、

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
う
機
会
を

自
由
に
選
択
で
き
る
こ
と
が
重
要

と
考
え
て
い
ま
す
」
と
語
っ
て
い

ま
し
た
。

圃

元
気
塾
・
山
下
宮
7
1
8
4

.
3
8
6
9
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打
ち
合
わ
せ
の
横
手

新
入
学
児
童
の
安
全
を
願
っ
て

我
孫
子
市
ラ
イ
オ
ン
ヌ
ク
ラ
ブ
ガ
ラ
ン
ド
セ
ル
力
パ
ー
を
寄
贈

3月25日、ライオンズクラブ国際協会我孫子ライオンズクラブ会長の松

下勤さん何役所を訪れ、 4月からの市内の新入学児童全員に段通安全ラン

ドセルカバーJ(写真)を送りました。

これは、 児童の健全な成長と、安全を願って行われているもので、今回で

29回目となります。

会長の組下さんは、 「新入学1年生が安全に、まわりから温かく見守られな

がら、 阜く学校生活に慣れてくれることを願い行っています。また、これから

も青少年の健全育成事業の一環として続けていきますJと語っていました。

我孫子市民会館のホールに、我孫子市を拠点とするプ

口の室内合奏団「クレメンティアJが提案した、手作り

の反響板が登場し、 4月3日の同合奏団の演奏会(写真)

でデビューしました。

反響板は、ぺ二ヤ60枚をつないだもので、家具など

をリサイクルする 「ふれあい工房J(青山)で活動するボ

ランティアの協力を得て作られました。

団長の湯川さんは「音が客席の奥まで届き、柔らかく

まとまって簡こえますJと話していました。

室
内
〈
己
奏
団
ク
レ
メ
ン
テ
ィ
ア
、か
提
案

市
民
会
館
ホ
ー
ル
に
手
申つ
く
り
反
響
板

旬

選

弓

丹

や

誌

の

深

川

よ

り

生

キ

嘉

戸

健

治

鼻

旦

琵

川

な

く

衰

へ

を

知

る

春

の

雰

下

回

文

子

1
内

い
ち
ね
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せ
い
は
せ
い
れ
つ
上
手
チ
ウ
リ
ッ
プ
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渋
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多
佳
子

壁
谷
千
鶴
子
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光
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文芸だより

議牡:zw立馬あ
アYi舞 雛2酔し

ののふや F 木ぴ
す芽遠祖咲
る息、き母く
ど子日の山
き婚の寓与階
目姻 寺 員ι烏
あ届隠の類
り出れ文士研
春すん机マ究
の ぽに所

閤Z

|文芸だよりは、皆さんがつくるコ-
|ナーです。締め切りは、毎月初日(必目
|着)。ハガキで1人1作に限ります。
l応募先 〒~・m市役所広報室目
111住所省略可)ヘ 目
| なお、 f青少年(18歳以下)の部.
|の作品(俳句・短歌)も募集してい 目
|ます。青少年の部ヘ応募する方は、 目
|かならず年齢を明記してください11

ゆ
っ
く
り
と
時
聞
が
過
ぎ
て
ゐ
た
艇
の
わ
が
妹
と
〈
き
い
ち
の
ぬ
?
え
〉
石
河
和
子

一評
一

時
間
は
体
内
を
同
じ
速
度
で
流
れ
る
事
は
な
い
。
作
者
は
そ
れ
を
知
中
卸
し
て
い
る
。

少
し
づ
っ
伸
び
ゆ
く
飛
行
機
雲
の
白
を
さ
な
見
て
を
り
反
り
返
り
つ
つ
新
藤
道
子

一評
}

飛
行
機
雲
を
無
心
に
見
入
る
子
の
体
は
だ
ん
だ
ん
反
り
返
る
。
作
者
の
発
見
で
あ
る
。

姑
げ

「も
つ
も
つ
降
る
」
と
ふ
南
部
弁
お
も
ひ
て
春
の
雪
を
眺
む
る

あ
さ
げ

i
傷
つ
き
て
汚
れ
戻
り
し
恋
の
猫
二
日
ぶ
り
な
る
朝
飼
む
さ
ぼ
る

た
色

d

i
名
残
り
惜
し
み
礼
一
冨
ふ
間
も
な
く
忽
ち
に
二
槽
式
洗
濯
機
運
ば
れ
ゆ
き
ぬ

!

好

彰
苧
釦
め
ば
恩
は
る
エ
ナ
ジ
ー
の
ふ
つ
ふ
つ
た
ぎ
る
村
山
北
路

司
5
1

沼
の
辺
の
ポ
プ
ラ
に
代
は
り
植
ゑ
ら
れ
し

3
3
4の
若
木
芽
吹
き
ぬ

鰭

附

警
〈
の
耕
す
詠
ま
れ
し
手
賀
沼
の
泥
色
に
春
の
き
ざ
液
ひ
か
る

こ
ろ

三
月
の
中
頃
、
市
内
の
人
家
や
公

園
で
、
黄
色
い
花
を
つ
け
た
サ
ン
シ

ュ
ユ
を
見
か
け
ま
し
た
。

サ
ン
シ
ュ
ユ
は
朝
鮮
や
中
国
が
原

産
地
で
、
討
議
七
年
に
薬
用
と
し
て

朝
鮮
か
ら
日
本
へ
も
た
ら
さ
れ
た
と
、

ぉ
。
〈
え
ん

江
戸
幕
府
の
小
石
川
御
薬
園
の
記
録

に
あ
る
そ
う
で
す
。

し
か
し
、
現
在
は
薬
用
と
し
て
よ

す3クgク呂呂

(山菜更)

(みずき科)

小

島

順

也

川

上

進

也

馬
場
千
鶴
子

津

村

阿

皐

須

田

博

三

谷

和

夫

り
、
穀
と
し
て
観
賞
用
に
檀
え
る

こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。
花
期
は
三

月
で
、
葉
の
出
品
に
小
さ
な
襲

い
ろ色

の
花
が
二
十
か
ら
三
十
個
集
ま
っ

て
枚
に
つ
く
の
で
、
別
名
を
ハ
ル
コ

ガ
ネ
パ
ナ
と
い
い
ま
す
。

業
は
先
が
と
が
り
、
葉
脈
が
浮
き

出
て
見
え
、
古
い
幹
や
枝
は
、
樹
皮

告の
A
り

ゅ

u
m

が
粗
く
剥
が
れ
る
の
で
、
サ
ン
シ
ユ

ユ
を
見
分
け
る
砦
に
な
り
手
。

だ
え
ん

果
実
は
グ
ミ
に
似
た
楕
円
体
で
、

長
さ
が
一
・
五
セ
ン
チ
ほ
ど
あ
り
、

葉
の
脇
か
ら
垂
れ
下
が
り
ま
す
。

十
月
頃
に
は
熟
し
て
赤
く
な
る
の

で
、
ア
キ
サ
ン
ゴ
の
別
名
も
あ
り
ま

す
。
果
実
を
乾
燥
し
た
も
の
は
滋
養

強
壮
作
用
が
あ
る
の
で
、
漢
方
薬
や

薬
用
酒
の
原
料
に
さ
れ
ま
す
。

(
文
・
写
真
佐
久
間
俊
行
)
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